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4 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐ 安らぎと憩いの空間　新温泉町 ‐

   ４月１日、浜坂漁港せり市場で

第 14回浜坂みなとほたるいか祭

りが開催されました。新企画の全

日本わんこほたる選手権では、ゆ

でたホタルイカを２分間にどれだ

け食べられるかを3人一組のチー

ムで競い、次々とホタルイカをほ

お張っていました。毎年恒例のホ

タルイカの長巻き寿司作り大会の

ほか、串揚げや軍艦巻き、お好み

焼きなど多くのホタルイカ料理や

釜揚げホタルイカの無料サービス

があり、来場者はホタルイカを存

分に堪能していました。
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町政のうごきから

３
つ
の
課
題
と
施
策

　

平
成
24
年
度
は
、
元
気
な
ま
ち
再
生

の
第
一
歩
と
し
て
「
人
と
人
と
の
絆
」

を
大
切
に
し
、
町
民
の
一
体
感
の
醸
成

と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
①
産
業
振
興
・
雇
用
の

創
出
、
②
若
者
定
住
、
③
山
陰
海
岸
ジ

オ
パ
ー
ク
を
活
用
し
た
交
流
人
口
の
拡

大
に
向
け
た
「
元
気
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
推
進
し
ま
す
。

第
１  

産
業
振
興

　

地
域
資
源
活
用
促
進
事
業
を
実
施

し
、
地
域
特
産
物
の
加
工
・
流
通
・
ま

ち
お
こ
し
を
複
合
化
さ
せ
た
「
６
次
産

業
化
」
を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
商

工
業
の
活
性
化
と
観
光
Ｐ
Ｒ
の
た
め
バ

ス
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
町
の
広
告
を
行

い
、
京
阪
神
か
ら
の
誘
客
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
湯
村
温
泉
市
街
地
の
賑
わ

い
づ
く
り
の
た
め
、
兵
庫
県
の
ま
ち
な

か
振
興
モ
デ
ル
事
業
を
活
用
し
、
空
き

店
舗
を
利
用
し
た
地
域
の
食
文
化
の
知

名
度
ア
ッ
プ
に
向
け
た
事
業
を
展
開
し

ま
す
。

　

雇
用
の
創
出
で
は
、
若
者
再
就
職
促

進
奨
励
金
を
助
成
し
、
若
者
の
再
就
職

や
雇
用
改
善
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
新

た
に
青
年
の
就
農
意
欲
の
喚
起
と
就
農

　

平
成
24
年
度
予
算
の
概
要

         

― 

元
気
な
ま
ち 

賑
わ
い
の
創
出 

―

　
　
　
　
　
　
　
　

13
会
計　

総
額
で
１
７
２
億
円

一般会計（歳入）

　

昨
年
度
は
、「
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

元
年
」
と
の
位
置
付
け
の
中
で
、
町
内

２
校
の
中
学
生
が
全
国
大
会
に
出
場
す

る
な
ど
の
活
躍
が
あ
り
、
町
民
に
夢
と

希
望
を
与
え
る
出
来
事
が
あ
り
ま
し

た
。

　

平
成
24
年
度
は
、「
後
期
基
本
計
画
」

の
初
年
度
で
あ
り
、
新
た
な
５
年
へ
の

ス
タ
ー
ト
の
年
と
し
て
「
～
元
気
な
ま

ち
～
賑
わ
い
創
出
」予
算
と
し
ま
し
た
。

健
全
な
財
政
基
盤
の
確
立
を
考
慮
し
な

が
ら
、
“
海
・
山
・
温
泉　

人
が
輝

く　

夢
と
温
も
り
の
郷
”
の
実
現
と

「
元
気
な
ま
ち
再
生
」
を
目
指
し
ま
す
。

　

予
算
の
詳
し
い
内
容
は
、
別
冊
「
予

算
説
明
書
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

総
務
課
財
政
係　

℡
82
‐
３
１
１
１

地方交付税
48 億 1,600 万円
47.7％

町債
12 億 4,822 万円
12.4％

県支出金
7 億 416 万円
7.0％

分担金及び負担金
9,846 万円
1.0％

使用料及び手数料
2 億 2,992 万円
2.3％

国庫支出金
6 億 6,147 万円
6.6％

諸収入
3 億 5,665 万円
3.5％

繰入金
2 億 3,554 万円
2.3％

地方譲与税
1 億 1,090 万円
1.1％

地方消費税交付金
1 億 4,460 万円
1.4％

自動車取得税
交付金
2,780 万円
0.3％

地方特例交付金
480 万円
0.0％

財産収入
1,100 万円
0.1％

その他
1,500 万円
0.1％

町税
14 億 2,548 万円
14.2％

　歳 入   

100 億 9000 万円
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町政のうごきから

一般会計（歳出・目的別）一般会計（歳出・性質別）

定
着
を
図
る
た
め
、
就
農
前
の
研
修
期

間
に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。
産
業
と

雇
用
の
分
野
に
『
元
気
を
与
え
た
い
』

と
す
る
も
の
で
す
。

第
２  
若
者
定
住
対
策

　

昨
年
新
設
し
た
「
定
住
促
進
住
宅
取

得
助
成
金
制
度
」
を
一
部
見
直
し
ま
し

た
。、
事
業
対
象
者
の
年
齢
引
き
上
げ
、

対
象
事
業
の
拡
大
を
行
う
こ
と
と
し
、

よ
り
多
く
の
若
者
、
町
民
の
方
に
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
改
善
し
ま
し
た
。
若

者
の
パ
ワ
ー
を
活
用
し
て
、『
元
気
を

出
そ
う
』
と
す
る
も
の
で
す
。

第
３ 

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

ク
を
活
用
し
た
交
流
人
口

の
増
加

　

遊
覧
船
を
活
用
し
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の

魅
力
を
『
元
気
よ
く
』
全
国
に
発
信
す

る
た
め
、
き
め
細
か
い
事
業
を
多
く
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
山
陰
海
岸
を
国
内

外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
山
陰
海
岸

ジ
オ
パ
ー
ク
学
術
会
議
「
湯
村
会
議
」

を
開
催
し
ま
す
。

新
規
施
策
に
も
着
手

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
が
見
直
さ
れ
る
中
、
本
町

が
、
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す

「
エ
コ
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
」
事
業
の

一
環
と
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
補
助
を
新
た
に
行
い
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
環
境
教
育
の
推
進
と
地
域
防
災

拠
点
整
備
の
た
め
、
浜
坂
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
に
太
陽
光
発
電
設
備
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
町
合
併
時
か
ら
懸
案
と

な
っ
て
い
ま
し
た
、
町
道
二
日
市
古
市

線
の
拡
幅
改
良
事
業
に
本
格
着
手
し
ま

す
。

　

継
続
事
業
で
は
、
中
山
間
総
合
整
備

事
業
、
農
業
体
質
強
化
基
盤
整
備
促
進

事
業
、県
営
農
村
災
害
対
策
整
備
事
業
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
（
旧

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
）
を
中
心
に

ま
ち
の
基
盤
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た

め
、
居
組
地
区
防
災
等
多
目
的
広
場
整

備
事
業
、
消
防
車
両
等
の
更
新
を
継
続

し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

　

予
算
の
概
要

　

予
算
の
規
模
は
、
一
般
会
計
で
は

100
億
９
０
０
０
万
円
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
を
加
え

た
全
体
で
は
172
億
９
８
４
５
万
円
と
し

ま
し
た
。

土木費
8 億 3,734 万円 8.3％

総務費
11 億 7,432 円
11.6％

民生費
20 億 4,118 万円
20.2％

労働費
1,918 万円 0.2％

農林水産業費
6 億 501 万円 6.0％

商工費
3 億 3,984 万円 3.4％

消防費
4 億 7,490 円
4.7％

教育費
7 億 1,870 万円
7.1％

公債費
17 億 6,425 万円
17.5％

諸支出金
8 億 1,608 万円
8.1％

予備費
2,500 万円
0.2％ 議会費

1 億 930 万円
1.1％

人件費（17.8％）
17 億 9,935 万円
特別職や一般職の給
与などの経費

物件費（16.6％）
16 億 7,282 万円
施設の管理費や物品
の購入などの経費

扶助費（6.8％）
6 億 8,959 万円
医療費や児童手当な
どの経費

補助費等（15.4％）
15 億 4,994 万円
各種団体への補助金
などの経費

普通建設事業費（11.7％）
11 億 7,603 万円
公共施設の建設など
の経費

公債費（17.5％）
17 億 6,425 万円
借金（町の借金）の
返済金

繰出金（11.4％）
11 億 5,391 万円
特別会計への繰出金

その他（2.8％）
2 億 8,411 万円

衛生費
11 億 5,897 万円
11.5％

災害復旧費
593 万円
0.1％

　歳 出   

100 億 9000 万円
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   会計別の予算額

（単位：千円）
会　計　名 平成 24 年度予算 前年度対比

一　般　会　計 10,090,000 4.3％

特

別

会

計

国民健康保険事業（事業勘定） 1,940,674 1.5％
国民健康保険事業（照来診療所施設勘定） 45,445 7.0％
国民健康保険事業（八田診療所施設勘定） 42,487 △ 13.4％
国民健康保険事業（歯科診療所施設勘定） 66,671 2.0％
後期高齢者医療 203,002 5.8％
介護保険事業 1,504,416 11.5％
浜坂地区残土処分場事業 79,952 281.6％
温泉地区残土処分場事業 17,700 5.5％
コミュニティ・プラント事業 100,409 △ 0.2％
簡易水道事業 63,145 4.1％
七釜温泉配湯事業 7,396 △ 2.8％
下水道事業 897,042 △ 5.3％

計 4,968,339 4.3％
公
営
企
業
会
計

浜坂温泉配湯事業 66,693 1.2％
水道事業 584,787 13.8％
公立浜坂病院事業 1,588,365 △ 4.6％

計 2,240,115 △ 0.2％
合　　計 17,298,454 3.7％

  

一
般
会
計
・
歳
入

　

町
税
収
入
は
、
総
額
14
億
２
５
４
８

万
円
と
ほ
ぼ
前
年
度
と
同
額
と
な
り
ま

し
た
。
地
方
交
付
税
は
、
地
域
経
済
基

盤
強
化
・
雇
用
等
対
策
に
対
応
し
た
交

付
税
の
算
定
方
式
の
改
正
、
臨
時
財
政

対
策
債
か
ら
普
通
交
付
税
へ
の
振
替
等

に
よ
り
総
額
48
億
１
６
０
０
万
円
を
見

込
み
ま
し
た
。
町
債
は
、
町
債
の
残
高

及
び
後
年
度
償
還
に
留
意
し
な
が
ら
、

事
業
の
必
要
性
、
投
資
効
果
等
を
考
慮

し
適
債
事
業
を
厳
選
し
ま
し
た
。
特
に

過
疎
債
や
合
併
特
例
債
な
ど
後
年
度
に

交
付
税
措
置
さ
れ
、
町
に
負
担
の
少
な

い
有
利
な
起
債
発
行
に
努
め
ま
し
た
。

  

一
般
会
計
・
歳
出

　

一
般
行
政
経
費
は
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
た
め
、
一
定
の
枠
配
分
（
シ
ー
リ

ン
グ
）
に
基
づ
い
た
削
減
を
す
る
よ
う

努
力
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
般
行

政
経
費
の
全
般
に
お
い
て
、
対
前
年
度

比
較
で
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

公
共
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
年
々
増
加

す
る
修
繕
料
な
ど
施
設
の
維
持
管
理
経

費
は
必
要
最
小
限
の
予
算
化
に
と
ど
め

ま
し
た
。

　

ま
た
、
投
資
的
経
費
は
、
町
合
併
時

か
ら
懸
案
と
な
っ
て
い
ま
し
た
町
道
二

日
市
古
市
線
の
拡
幅
改
良
事
業
に
着
手

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
下

水
道
施
設
を
効
率
的
に
汚
水
・
汚
泥
処

理
す
る
た
め
、
浜
坂
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

共
同
汚
水
処
理
施
設
整
備
を
行
い
ま

す
。

　

国
の
道
整
備
交
付
金
、
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
等
の
財
源
を
活
用
し
、

町
総
合
計
画
な
ど
既
存
計
画
に
基
づ

き
、
限
ら
れ
た
財
源
の
範
囲
内
で
、
投

資
効
果
、
必
要
性
を
中
心
に
、
優
先
順

位
を
検
討
し
、
事
業
の
取
捨
選
択
を
行

い
ま
し
た
。

　

人
件
費
は
定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ

く
改
革
を
着
実
に
実
行
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
つ
つ
、
人
事
院
勧
告
に
よ
る
給

料
表
の
改
正
、
退
職
者
の
補
充
抑
制
に

よ
り
総
額
の
削
減
を
行
い
ま
し
た
。

こんにちは　町民課 総合案内です！

　
サービス向上をめざして、3 月 19 日から本庁舎 1

階のレイアウトを変更しました。

　町民課を総合案内窓口として玄関正面前に配置し、戸

籍係職員は来庁者の正面を向くようにしています。

　職員からもお声かけしますが、皆さまも遠慮なくおた

ずねください。
総合案内窓口として正面を向く配置になった町民課戸籍係
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◇
対
象
設
備　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

で
次
の
３
項
目
を
満
た
す
も
の

・
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
公
称
最
大

出
力
が
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
も
の

・
電
力
会
社
と
電
灯
契
約
を
締
結
で
き

る
も
の

・
設
置
経
費
が
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
り

60
万
円
以
下
で
、
新
品
の
も
の

◇
補
助
対
象
と
な
る
条
件

　
　
　
（
３
項
目
を
満
た
す
こ
と
）

・
町
内
に
居
住
し
、
住
宅
に
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
も
し
く
は
設
置

さ
れ
た
住
宅
を
購
入
す
る
こ
と

・
国
の
太
陽
光
発
電
導
入
支
援
対
策
費

補
助
（
太
陽
光
発
電
普
及
拡
大
セ
ン

タ
ー
）
へ
平
成
24
年
４
月
１
日
以
降

に
補
助
金
の
申
込
み
を
す
る
こ
と

・
設
備
設
置
の
工
事
が
平
成
25
年
２
月

末
日
ま
で
に
完
了
で
き
る
こ
と

◇
補
助
金
額

　

太
陽
電
池
の
最
大
出
力
１
キ
ロ
ワ
ッ

ト
あ
た
り
５
万
円
（
上
限
20
万
円
）

◇
募
集
期
間

　

平
成
24
年
５
月
１
日
～
12
月
28
日

　

※
予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順

◇
申
請
書
類

　

企
画
課
、
温
泉
総
合
支
所
に
置
く
ほ

か
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◇
申
請
窓
口　

企
画
課　

▪利用時間　午前８時 30 分～午後５時 15 分
▪利  用  料　無料
▪利用方法　①運転免許証を提示の上、利用届（新温泉町
　　　　　　　電気自動車充電設備利用届）を提出する。
　　　　　　②充電器の鍵を受け取り、充電する。
　　　　　　③鍵を返却する。
▪受　　付　平日（開庁日）は町民課。休日は守衛室。
▪そ  の  他　充電時間は 15 ～ 30 分
　　　　　　自家用車に限ります。

住宅用太陽光発電システム設置補助
　　　住宅用再生可能エネルギー導入促進補助事業の募集　

　町は、再生可能エネルギーの導入を促進し、循環型社会への構築に向けた意識
の向上と環境に優しい町づくりを推進するため、今年度から住宅用太陽光発電シ
ステムを設置される方に補助金を交付します。
　5 月 1 日から申請受付を開始します。　　　　　　　　企画課　℡ 82-5624

５月1日
受付開始

　浜坂多目的集会施設北側駐車場に、電気自動車用の急速充電
器を設置し、4 月 1 日から利用を始めました。
　エコエネルギー導入の取組みを進めるとともに、ジオパーク
エリアを電気自動車で移動できるための施設を整備し、本エリ
アの独自性をＰＲ、観光振興を図ることをめざして設置したも
のです。事業費は、384 万円。（うち県補助 376 万円）
　　　　　　　　　　　　　総務課　管財係　℡ 82 ‐ 3111

電気自動車の充電スタンドを設置しました

  利用案内
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町政のうごきから

　

閉
校
式
で
は
、
陣
在
清
司
校
長
が

「
子
ど
も
を
中
心
に
家
庭
・
地
域
・

学
校
が
し
っ
か
り
つ
な
が
る
最
良
の

環
境
で
あ
っ
た
。
若
あ
ゆ
の
よ
う
な

子
ど
も
は
地
域
に
熱
と
光
を
与
え
て

く
れ
た
。」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

児
童
を
代
表
し
て
6
年
の
竹
中
亜
紀

さ
ん
は
「
心
も
体
も
成
長
さ
せ
て
く

れ
た
学
校
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
大

切
に
し
、
八
田
の
子
と
し
て
の
誇
り

を
持
ち
続
け
た
い
。」
と
思
い
を
語

八
田
小
学
校
閉
校
式　

閉
校
記
念
事
業

り
ま
し
た
。

　

翌
24
日
に
、
実
行
委
員
会
主
催
の

閉
校
記
念
事
業
が
行
わ
れ
、
３
０
０

人
の
地
域
住
民
ら
が
参
加
。
千
谷
の

児
童
に
よ
る
八
田
太
鼓
や
40
年
前
の

学
校
を
再
現
す
る
寸
劇
な
ど
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
井
上
勲
さ
ん（
鐘
尾
・

82
歳
）
は
「
当
時
は
農
繁
休
業
が
あ

り
、家
の
手
伝
い
や
子
守
り
を
し
た
。

遠
足
で
岩
美
駅
か
ら
浜
坂
駅
ま
で
汽

車
に
乗
っ
た
こ
と
が
と
て
も
印
象
深

い
。」
と
小
学
校
時
代
の
思
い
出
を

発
表
し
ま
し
た
。
最
後
に
参
加
者
全

員
で
校
歌
を
歌
い
、
八
田
小
最
後
の

八田小学校と奥八田小学校が118年の歴史に幕
　　　　　　　　　温泉地域の小学校再編が完了

　3月 23 日、八田小学校と奥八田小学校で閉校式（町・町教委主催）が行われ、在校生を
はじめ地域住民や卒業生などが出席し、思い出深い小学校に別れを告げました。児童は 4
月からは温泉小学校で学ぶことになります。　                              学校教育課　℡ 82-5627

八田小最後の児童（思いのこもった壁画の前で）

思
い
出
を
心
に
刻
み
ま
し
た
。㊤児童や地域住民、卒業生が集

まった閉校記念事業㊧小学校時代
の思い出を発表する井上勲さん

　夢が丘中学校　但馬牛ステーキ

　２月28日と29日、夢が丘中学校３年生73人が、
レストラン楓で但馬牛のステーキを味わいました。
卒業を祝い、地元の特産品を味わってもらおうと温
泉学校給食センターとＰＴＡ、㈱夢公社が毎年行っ
ているものです。
　一人に但馬牛のヒレ肉 100 グラムが
提供され、生徒らは焼きたてのステー
キをおいしそうにほおばっていました。
中井鈴菜さんは、「ずっと楽しみにして
いた。柔らかくておいしくて、卒業の
記念になります。」と話していました。

㊤但馬牛のステーキをパクリ　
㊧目の前の鉄板で焼き上がって
いくステーキに見入る生徒たち
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町政のうごきから

　

閉
校
式
で
は
、
児
童
を
代
表
し
て

６
年
の
森
田
啓
太
郎
さ
ん
が
、
球
技

大
会
や
運
動
会
、
も
ち
つ
き
な
ど
保

護
者
や
地
域
住
民
と
一
緒
に
な
っ
て

行
っ
た
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
語

り
、「
奥
小
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た

こ
と
に
感
謝
、
大
人
に
な
っ
て
も
忘

れ
な
い
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

閉
校
式
後
に
は
、
た
く
さ
ん
の
卒

業
生
や
地
域
住
民
、
歴
代
の
校
長

先
生
方
が
参
加
し
、「
奥
八
田
小
学

校
閉
校
記
念
・
奥
八
田
区
民
の
集

奥
八
田
小
学
校
閉
校
式

奥
八
田
地
区
民
の
集
い

い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の

方
に
よ
る
銭
太
鼓
や
岸
田
さ
え
も
ん

踊
り
、
児
童
も
参
加
し
た
ダ
ン
ス
や

コ
ー
ラ
ス
、
児
童
に
よ
る
傘
踊
り
な

ど
た
く
さ
ん
の
演
芸
が
披
露
さ
れ
、

会
場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

会
終
了
後
に
は
、
お
に
ぎ
り
や

じ
ゃ
ぶ
、
紅
白
餅
が
振
る
舞
わ
れ
、

集
ま
っ
た
３
０
０
人
が
味
わ
い
ま
し

た
。

卒業記念の特別メニュー給食
　　「ごちそうさまでした。小中9年間おいしくいただきました。」

校歌を歌う奥八田小の児童や地域の方たち

㊤学校として伝承してきた傘踊り
を披露する児童たち　㊧児童代表
あいさつをする森田啓太郎さん

　浜坂中学校　　　　　　　　　
　人気メニューでバイキング給食

　３月７日、浜坂中学校３年生は、ランチルームで
バイキング形式の卒業記念給食を楽しみました。
　浜坂学校給食センターが卒業生を対象に「もう一
度食べたい給食メニュー」のアンケートを実施。主
食・副菜・デザートなど人気の高いメニューの中か
ら生徒が自由に選ぶもので、地元の三尾わかめや浜
大根おろしドレッシングも提供されました。
　給食委員長を務めた西村和馬さんは、「好き嫌い
なく、いつもおいしく食べてきた。高校になると給
食がなくてさびしい。」と味わって食べていました。

㊤好物のおかずを選んでい
く生徒たち　㊨メニューの
一例
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子ども (乳幼児～高校生相当) の予防接種ご案内

町政のうごきから

種　　類 標準的な接種年齢
（接種可能な年齢） 受  け  方 日　程 備　考

集
団
接
種

Ｂ Ｃ Ｇ 生後６月未満 ４ヵ月健診と同時実施（１
回） ―

日程は予防接種カレンダーで確
認してください。
◇会場
   保健福祉センターすこやか～に
◇受付時間　
　午後 1 時～ 1 時 30 分

ポ リ オ 生後３～ 18 月
（生後３～ 90 月未満）６週間以上あけて２回服用

年２回
（５月、

 11 月）

個
別
接
種

ジフテリア
百 日 咳
破 傷 風

（ＤＰＴ）

１期初回 生後３～ 12 月
（生後３～ 90 月未満）

20 ～ 56 日までの間隔で３
回接種

通  年

◇ 1 期初回接種間隔（20 ～ 56 日）
を超えた場合は、子どもの体
調により接種できない場合を
除き、任意接種になります。
この場合、健康課で公費負担
の手続きを行ってください。

◇ 2 期の予診票は、小学校 6 年
生の年度内にお届けします。

１期追加
１期初回 3 回終了後、
12 ～ 18 月

（生後３～ 90 月未満）

1 期 初 回 3 回 接 種 終 了 後、
12 ～ 18 月あけて 1 回接種。
1 期初回終了後 6 ヵ月以上
あける。

２期
（ジフテリア・

破傷風 2 混）

小学校６年生
（11 ～ 13 歳未満） １回接種

麻しん風し
ん混合　　

（ＭＲ）

１期 生後 12 ～ 24 月未満

接種可能な年齢のうち、で
きるだけ早く接種する 通  年

◇ 2 期の予診票は、小学校就学
の前年度にお届けします。

◇ 3・4 期は、平成 25 年 3 月 31
日までの経過措置です。対象
の方には個別に通知します。

２期 小学校就学前の１年間
３期 中学校 1 年生相当年齢
４期 高校 3 年生相当年齢

日 本 脳 炎

１期初回 ３歳
（生後 6 ～ 90 月未満）

6 ～ 28 日までの間隔で 2 回
接種

通  年

◇ 1 期初回接種間隔（6 ～ 28 日）
を超えた場合は、子どもの体
調により接種できない場合を
除き、任意接種になります。
この場合、健康課で公費負担
の手続きを行ってください。

１期追加 ４歳
（生後 6 ～ 90 月未満）

1 期初回 2 回終了後、概ね
1 年あけて 1 回接種

２期 ９歳
（9 ～ 13 歳未満） １回接種

特例

平成 17 年 6 月 1 日～
平成 19 年 4 月 1 日
生まれの方
20 歳未満の間に

◇ 1 期を 1 度も接種していない場合
　1 期初回接種は、6 ～ 28 日の間隔をおいて 2 回、1 期追加接種は、

その後概ね 1 年間の間隔をおいて 1 回接種
◇ 1 期初回接種、1 期追加接種が不十分な場合は、6 日以上の間隔を

おいて残りの回数を接種
◇ 2 期は、1 期を終えた 9 歳以上で、追加接種から 6 日以上の間隔で

接種できますが、概ね 5 年間の間隔をあけることが望ましい。
◇母子健康手帳や予防接種済証で接種の有無を確認してください。未

接種で、接種を希望される方は予診票を発行します。

◆定期予防接種実施医療機関
医療機関名 住　所 電話番号 実施曜日・時間等

浜辺医院 浜坂 1261-2 82-1224 9：00 ～ 11：30、16：30 ～ 17：30
あおぞらこどもクリニック 芦屋 130-1 82-0349 ―
沢田医院 湯 90-1 92-2653 火・木曜日　8：30 ～ 11：00、16：00 ～ 18：00
古澤クリニック 細田 209-2 92-2600 ―

照来診療所 桐岡 235 92-1080 月・水・金曜日（三種混合、日本脳炎）　
火・木曜日（麻しん風しん 2 種混合、ジフテリア破傷風 2 種混合）

八田診療所 千谷 32-3 93-0001 月・水曜日（三種混合、ジフテリア破傷風 2 種混合、日本脳炎）
火・木曜日（麻しん風しん 2 種混合）

　平成 24 年度の定期予防接種の実施概要をお知らせします。年齢、接種間隔を守って受けましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　健康課　健康推進係　℡ 99 ‐ 2940
＜接種の受け方＞
　①予約　　接種を希望する医療機関に予約の電話を入れる。
　②当日　　予診票と母子健康手帳を持っていく。
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町政のうごきから
　

介
護
保
険
料
は
3
年
ご
と
に
見
直

し
、
保
険
料
基
準
額
を
従
来
の
３
８
，

６
８
０
円
か
ら
５
５
，
４
２
０
円
に
値

上
げ
し
て
、
別
表
の
よ
う
に
新
し
い
保

険
料
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
で
は
、
介
護
保
険
の
利

用
者
が
増
加
し
た
こ
と
や
介
護
報
酬
の

改
定
、
介
護
保
険
施
設
が
整
備
さ
れ
た

こ
と
等
に
よ
り
、
介
護
給
付
費
が
大
幅

に
増
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
保
険
料
の
上
昇
を
抑
え
る
た

め
に
次
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
ま

す
が
、
保
険
料
を
増
額
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
り
ま
し
た
。

保
険
料
の
上
昇
を
抑
え
る
対
策

①
保
険
料
段
階
に
「
特
例
第
３
段
階
」

を
設
定
し
ま
し
た

　

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
一
定

の
収
入
の
世
帯
に
「
特
例
３
段
階
」
を

設
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
よ
り
も
負
担
能
力
に
応
じ
た
対
応

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

②
基
金
の
取
り
崩
し
で
保
険
料
上
昇
を

緩
和
し
て
い
ま
す

　

兵
庫
県
の
財
政
安
定
化
基
金
を
取
り

崩
し
て
、
保
険
料
の
上
昇
緩
和
に
活
用

し
ま
し
た
。

第 1 号被保険者の介護保険料（平成 24 ～ 26 年度）

所　　得　　段　　階 保険料額（率）
額 基準率

第１段階 ・生活保護を受給している人

・世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金 

  を受給している人　

27,710 円 0.50 

第２段階 世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所

得金額と課税年金収入額との合計額が

80 万円以下の人

27,710 円 0.50 

第３段階 世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所

得金額と課税年金収入額との合計額が

120 万円未満の人

34,920 円 0.63 

世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所

得金額と課税年金収入額との合計額が

120 万円以上の人

41,570 円 0.75 

第４段階 世帯の誰かが住民税課税であるが、本人は

住民税非課税の人で前年の合計所得金額と

課税年金収入額との合計額が

80 万円以下の人

48,770 円 0.88 

基準額 世帯の誰かが住民税課税であるが、本人は

住民税非課税の人で前年の合計所得金額と

課税年金収入額との合計額が

80 万円を超える人

55,420 円 1.00 

第５段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額

が 190 万円未満の人
69,280 円 1.25 

第６段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額

が 190 万円以上の人
83,130 円 1.50 

◆特別徴収の方は、年金支払い月（偶数月）に年金から引落しされます。
◆普通徴収の方は、7 月、9 月、11 月、1 月に納付書または口座振替に
より納付します。
◆端数の金額を一定の月にまとめたり、特別徴収の場合は仮徴収と本徴収
で額が異なるなど、納付する金額が月によって異なったり、また、普通徴
収から特別徴収への切り替えや普通徴収と特別徴収が併用されることもあ
ります。

 
4
月
か
ら
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　
安
心
の
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
た
め
保
険
料
の
値
上
げ
に
ご
理
解
く
だ
さ
い

　

介
護
保
険
料
納
付
に
ご
協
力
を

　

介
護
保
険
料
の
決
定
は
、
7
月
に
本

算
定
を
行
い
65
歳
以
上
の
人
に
は
納
入

通
知
書（
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
）

を
送
付
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
は
、
国
や
都
道
府
県
、
市

区
町
村
が
負
担
す
る
「
公
費
」
と
、
み
な

さ
ん
が
納
め
る
「
介
護
保
険
料
」
を
大

切
な
財
源
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
安
心

し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

保
険
料
の
納
付
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

―
問
合
せ
―　

　

福
祉
課　

介
護
保
険
係

　
　

℡
82
‐
５
６
２
０
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各種相談　年間スケジュール
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

こころのケア相談
★新温泉健康福祉事務所
◎保健福祉センター　　

29 日
（火）

★

24 日
（火）

◎

25 日
（火）

★

21 日
（水）
★

12 日
（火）
◎

酒　害　相　談
22 日

（火）
28 日

（火）
27 日

（火）
26 日

（火）

保 健 福 祉 相 談
17 日

（火）
15 日

（火）
19 日

（火）
18 日

（水）
21 日

（火）
19 日

（水）
17 日

（水）
21 日

（水）
18 日

（火）
16 日

（水）
19 日

（火）
19 日

（火）
ひょうご発達障害者支援

センター　出張相談
10 日

（火）
8 日

（火）
13 日

（火）
10 日

（火）
7 日

（火）
11 日

（火）
9 日

（火）
13 日

（火）
11 日

（火）
15 日

（火）
12 日

（火）
12 日

（火）

思春期こころのケア相談
3 日

（金）
1 日

（金）

若者の心と体の相談
30 日

（水）
29 日

（水）
31 日

（水）
26 日

（水）
30 日

（水）
27 日

（水）
精神障害者ピアグループ

オアシスたんぽぽ
月 1 回（日にちは問い合わせてください）

引きこもりがちな若者を
持つ家族の交流会

1 日
（金）

３日
（金）

５日
（金）

７日
（金）

1 日
（金）

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談

①
ト
ラ
ウ
マ
や
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス

障
害
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）
等
こ
こ
ろ
の
問
題

③
新
温
泉
健
康
福
祉
事
務
所
ま
た
は
す

こ
や
か
～
に
④
午
後
1
時
30
分
～
3
時

30
分
⑤
健
康
課
⑥
予
約
制

酒
害
相
談

①
お
酒
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
関
す
る
問
題

③
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
⑥
予
約
制

保
健
福
祉
相
談

①
子
ど
も
の
発
達
や
子
育
て
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
、
就
労
、
生
活
面
の
不
安
等

②
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ほ
お
ず
き
の

専
門
相
談
員
、
出
石
精
和
園
や
北
但
広

域
療
育
セ
ン
タ
ー
の
相
談
支
援
専
門
員

③
す
こ
や
か
～
に
④
午
後
1
時
30
分
～

3
時
30
分
⑥
実
施
日
の
1
週
間
前
ま
で

に
電
話
予
約

ひ
ょ
う
ご
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

ク
ロ
ー
バ
ー
豊
岡
ブ
ラ
ン
チ
出
張
相
談

①
発
達
障
害
の
あ
る
方
の
日
常
生
活

（
生
活
リ
ズ
ム
、
身
辺
整
理
、
コ
ミ
ュ

こころと体の相談　ご案内
　専門家が相談に応じます。ひとりで悩まず、家族の方も気軽にご利用ください。
　相談無料、秘密は厳守します。　　　　　　　　　　　　　　　健康課　健康推進係　℡ 99 ‐ 2940

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
行
動
、
学
校
等
）
②

心
理
士
③
サ
ン
シ
ー
ホ
ー
ル
浜
坂
ま
た

は
す
こ
や
か
～
に
⑤
ク
ロ
ー
バ
ー
豊
岡

ブ
ラ
ン
チ　

℡
（
０
７
９
６
）
37
‐

８
０
０
６

思
春
期
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談

③
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

若
者
の
心
と
体
の
相
談

①
中
学
生
や
高
校
生
な
ど
思
春
期
の
若

者
の
心
と
体
の
相
談
③
豊
岡
健
康
福
祉

事
務
所精

神
障
害
者
ピ
ア
グ
ル
ー
プ

オ
ア
シ
ス
た
ん
ぽ
ぽ

①
美
方
郡
在
住
の
精
神
障
害
者
の
自
主

グ
ル
ー
プ
。
情
報
交
換
や
交
流
。
④
午

後
２
時
～
３
時
30
分
⑤
豊
岡
健
康
福
祉

事
務
所引

き
こ
も
り
が
ち
な
若
者

を
持
つ
家
族
の
交
流
会

③
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

小
児
救
急
医
療
電
話
相
談
窓
口

　
　
　
　
　
　
（
但
馬
圏
域
）

④
午
後
７
時
～
10
時

　

電
話
番
号

　

   

（
０
７
９
６
）
22
‐
９
９
８
８

①
相
談
の
内
容
②
相
談
員
③
会
場
④
時

間
⑤
予
約
・
問
合
せ
先
（
記
載
が
な
け

れ
ば
健
康
課
健
康
推
進
係
）
⑥
そ
の
他

５月スタート
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３
月
17
日
、
18
日
の
二
日
間
の
日
程

で
「
白
砂
青
松
再
生
の
会
・
第
６
回
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
規
模

で
開
催
さ
れ
る
大
会
の
会
場
に
、
サ
ン

ビ
ー
チ
の
松
林
が
選
ば
れ
た
も
の
で

す
。
17
日
に
は
各
地
の
活
動
報
告
、
18

日
に
は
浜
坂
県
民
サ
ン
ビ
ー
チ
で
松
林

の
説
明
や
記
念
植
樹
、
松
の
根
の
現
状

観
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
か
ら
は
「
但
馬
浜
坂
浜
の
松
を

大
切
に
す
る
会
」
の
笹
谷
浩
二
さ
ん

が
、
松
林
の
歴
史
や
清
掃
活
動
、
浜
坂

高
校
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
松
林
展
に

つ
い
て
報
告
。
ハ
マ
ダ
イ
コ
ン
生
産
組

合
の
下
田
繁
治
組
合
長
が
、
海
岸
付
近

に
自
生
し
て
い
る
ハ
マ
ダ
イ
コ
ン
を

  一日も早い復興を願って　東日本大震災
ご支援ありがとうございます
これからもご協力をお願いします
■ “ 絆 “ の寄せ書きを宮城県山元町へ
　3月 11 日に開催された交流ソフトバレーボール大
会で、参加者が復興を願う気持ちを寄せ書きに表しま
した。寄せ書きには、「かけがえのない故郷を再建し
てください」「ガンバレ山元町、応援してます」など
と書かれ、幼児のハートの絵が添えられています。こ
の寄せ書きは、4月から宮城県山元町に支援派遣され
た職員が届けました。
■浜坂高校で支援活動を報告
　子どもＮＧＯ「懐」のメンバーとして、昨年 7月
と年末に被災地での支援活動を行った浜坂高校 2年
の西垣海里さんが 3月 7日、同校で活動体験を報告
しました。被災地とふるさと浜坂の姿を重ねたことで
震災を現実のものとしてとらえられたこと、炊き出し
や被災者とふれあう中で、自分が変わらなければ始ま
らないと感じたことなどを切々と語りました。

使
っ
た
取
り

組
み
（
ハ
マ

ダ
イ
コ
ン
の

種
子
を
使
っ

た
被
災
地
支

援
、
ハ
マ
ダ

イ
コ
ン
の
歌

や
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
）
を
紹
介
す
る
と
、
会
場
か
ら
は

驚
き
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

浜
坂
県
民
サ
ン
ビ
ー
チ
の
松
林
は
、
昭

和
７
年
か
ら
６
年
を
か
け
て
植
樹
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
以
前
は
砂
地
が
続
き
、
特
に
冬
に

は
強
い
風
が
砂
を
巻
き
上
げ
、
近
隣
の
農
作

物
が
収
穫
で
き
な
く
な
る
ほ
ど
で
し
た
。
東

北
地
方
の
砂
防
林
を
参
考
に
松
の
植
樹
に
取

り
掛
か
っ
た
も
の
の
、
当
時
の
松
林
は
ゴ
ミ

捨
て
場
と
化
し
て
お
り
、
住
民
が
訪
れ
る
場

所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
動
き
出
し
た
の
が
但
馬
浜

坂
浜
の
松
を
大
切
に
す
る
会
で
し
た
。

笹
谷
さ
ん
は
、
毎
日
の
よ
う
に
松
林
の

清
掃
や
保
全
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま

し
た
。
浜
坂
高
校
の
生
徒
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
や
作
品
展
、
清
掃
活
動
を
例
に

あ
げ「
次
の
世
代
を
育
て
て
い
く
こ
と
、

松
林
を
次
代
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
大
切

だ
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

 

白
砂
青
松
を
守
る
地
道
な
活
動
を
報
告

松林の清掃活動を行う浜坂高校の生徒たち
（3 月 16 日）

「被災地の方々は私たちを温かく迎えてくれた。
伝えることが行った者の義務だと思う。東北の
ことを自分のこととして考え続けてほしい。」
と語る西垣海里さん（右）

宮城県山元町への支援の寄せ書きを書いてくれた皆さん
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あ
な
た
の
家
庭
（
事
業
所
）
の

「
燃
え
る
ご
み
」
の
う
ち
、
多

い
も
の
は
何
で
す
か
。（
複
数
回
答
可
）

 
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
め
ざ
し
て
（
下
）

　

み
ん
な
で
考
え
よ
う
ゴ
ミ
の
こ
と

ご
み
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

昨
年
９
月
に
町
内
全
世
帯
と
１
０
０
事
業
所
を
対
象
に
「
新
温
泉
町
ご
み
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
、
３
３
０
１
通
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
回

答
率
は
50
％
を
超
え
、
住
民
の
皆
様
の
ご
み
に
関
す
る
関
心
の
高
さ
を
示
す
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告
と
、
こ
の
結
果
を
も
と
に
策
定
し
て
い

る
「
新
温
泉
町
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
（
案
）」
の
ご
み
に
関
す
る
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

町
民
課　

環
境
防
災
係　

℡
82
‐
５
６
２
１

新
温
泉
町
ご
み
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

◇
実
施
日

　

平
成
23
年
９
月
８
日
～
30
日

◇
対
象

　

町
内
全
世
帯
（
５
，
８
３
６
世
帯
）

　

一
部
事
業
所
（
１
０
０
事
業
所
）

◇
回
収
状
況　

　

合
計　

３
，
３
０
１
通

　

回
収
率　

55
・
６
％

問

「
燃
え
る
ご
み
」
の
減
量
に
つ

い
て
、
普
段
あ
な
た
が
行
っ
て

あ
な
た
の
家
庭
（
事
業
所
）
の

「
燃
え
る
ご
み
」
の
う
ち
、
さ

本
町
の
現
状
で
は
「
生
ご
み
処

理
機
」
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま

い
る
取
り
組
み
は
な
ん
で
す
か
。

（
複
数
回
答
可
） 

問 問

問

ら
に
減
量
化
が
見
込
め
る
と
考
え
ら
れ

る
も
の
は
何
で
す
か
。　

せ
ん
が
、
こ
れ
を
再
開
し
た
場
合
に
活

用
さ
れ
ま
す
か
。
そ
の
理
由
も
お
答
え

く
だ
さ
い
。（
活
用
す
る
場
合
の
補
助

率
）
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クリーン但馬 10 万人大作戦に　　
　　　　　　　参加してください

　　４月１５日（日）雨天決行
　　※実施日、時間、場所は各集落で決定しています。

　資源ごみ集団回収団体の募集
　登録団体には、資源ごみ回収重量に基づき奨励金
を支給します。
▼募集期間　　４月１日（日）～ 30日（月）
▼登録方法　　所定の用紙に必要事項を記入し、提
　　　　　　出してください。

生ごみ自家処理機購入費補助金制度を創設
　生ごみ自家処理機を購入した場合、購入経費の一
部を助成します。（助成額　１台あたり3,000円～）
▼申請期間　　４月１日～平成２５年３月３１日
▼申請方法　　新温泉町資源ごみ集団回収運動奨励
　　　　　　金交付要綱に基づき、指定の様式に記
　　　　　　入し、提出してください。

  

新
た
な
減
量
化
・
資
源
化
の
施
策
（
抜
粋
）

■
今
年
10
月
を
目
途
に
、
新
た
な
分
別

区
分
と
し
て
「
プ
ラ
製
容
器
包
装
」

を
追
加
し
、
町
指
定
袋
に
よ
る
収
集

を
行
い
ま
す
。

■
今
年
10
月
を
目
途
に
、
現
在
の
分
別

区
分
の
「
そ
の
他
ビ
ン
・
ガ
ラ
ス
・

陶
器
類
」
を
「
そ
の
他
ビ
ン
」
と
「
ガ

ラ
ス
・
陶
器
類
」
に
細
分
化
し
、
混

載
し
て
い
る
茶
・
無
色
の
飲
料
用
ビ

ン
以
外
の
有
色
飲
料
用
ビ
ン
を
効
率

的
に
資
源
化
し
ま
す
。

■
「
新
温
泉
町
生
ご
み
自
家
処
理
機
購

入
費
補
助
金
交
付
要
綱
」
を
策
定
し

た
こ
と
に
伴
い
、
生
ご
み
処
理
機
の

普
及
を
促
進
し
ま
す
。

■
「
新
温
泉
町
資
源
ご
み
集
団
回
収
運

動
奨
励
金
交
付
要
綱
」
に
つ
い
て
、

ア
ル
ミ
缶
を
除
く
現
行
の
資
源
ご
み

の
奨
励
金
の
単
価
を
３
円
／
㎏
か
ら

３
・
５
円
／
㎏
に
改
正
し
ま
し
た
。

■
住
民
の
皆
様
に
「
ご
み
」
に
つ
い
て
、

行
政
と
一
緒
に
な
っ
て
さ
ら
に
考
え

て
い
た
だ
く
た
め
、「（
仮
称
）
新
温

泉
町
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
、

分
別
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
ご
み
辞

典
を
改
定
し
ま
す
。

■
今
後
、
本
町
の
ご
み
の
減
量
化
・
資

源
化
に
必
要
な
様
々
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
住
民
の
皆
様
の
ご
意
見
等

を
踏
ま
え
、
新
温
泉
町
環
境
保
全
推

進
協
議
会
に
よ
る
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

新
温
泉
町
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
（
骨
子
）
の
詳
細
は
、
町
民
課
と
地

域
振
興
課
の
窓
口
で
閲
覧
で
き
る
ほ

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

北
但
の
ご
み
処
理
広
域
化
に
つ

い
て
、
現
在
の
事
業
の
状
況
に

現
在
登
録
し
て
い
る
資
源
ご
み

集
団
回
収
団
体
へ
の
加
入
や
立

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に
向

け
て
本
町
が
取
り
組
ん
だ
ほ
う

問 問ち
上
げ
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。　

 
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
事
柄
は
何
で
す

か
。（
３
つ
ま
で
）　

つ
い
て
ご
存
知
で
す
か
。

問新
温
泉
町
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
（
骨
子
）

　

現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
本
町
の
ご
み

減
量
化
・
資
源
化
の
促
進
を
継
続
す
る

こ
と
と
併
せ
て
、
但
馬
地
域
で
の
広
域

ご
み
処
理
に
向
け
て
、
更
に
取
り
組
み

を
強
化
す
る
た
め
の
新
た
な
施
策
を
実

施
し
ま
す
。
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町
で
は
、
職
員

114
人
の
人
事
異
動

を
行
い
ま
し
た
。

〈
人
事
異
動
の
主
な
考
え
方
〉

①
組
織
・
機
構
改
革
の
方
針
に
基
づ

き
組
織
を
ス
リ
ム
化

・
課
と
係
の
統
廃
合

　

19
課
→
16
課
、
56
係
→
33
係

・
本
庁
と
支
所
と
の
機
能
分
担
を
見

直
し
、
意
思
決
定
を
迅
速
化

②
行
財
政
改
革
の
着
実
な
推
進
を
図

る
た
め
、
定
員
適
正
化
を
進
め
る

・
職
員
数
の
削
減

　

職
員
総
数
を
5
名
削
減

③
公
立
浜
坂
病
院
の
医
療
体
制
充
実

に
向
け
て
部
長
等
を
配
置

　

異
動
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（　

）
内
は
前
任

   

役
場
人
事
異
動　
（
４
月
１
日
付
）

◇
総
務
課

▼
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長(

人
事
担

当)　

 

松
原
眞
紀
江
（
同
課
長
補
佐
兼

人
事
係
長
）
▼
課
長
補
佐
兼
管
財
係
長

(

管
財
担
当)

井
上　

弘　
（
同
課
長
補

佐
兼
管
財
係
長
）
▼
総
務
係
長(

行
政

担
当)　

中
井
勇
人
（
同
行
政
係
長
）

▼
管
財
係
長(

電
算
担
当)　

石
原
通

孝
（
同
電
算
係
長
）
▼
主
査　

尾
崎
圭

示
（
建
設
課
主
査
）
▼
同　

谷
口
修
一

（
税
務
課
主
査
）
▼
同　

松
岡
一
孝
（
税

務
課
主
事
）

◇
企
画
課

▼
課
長
補
佐
兼
広
報
情
報
係
長(

通
信

基
盤
整
備
担
当)

中
井
一
久
（
同
課
長

補
佐
兼
通
信
基
盤
整
備
係
長
）
▼
広
報

情
報
係
長(

広
報
担
当)　

朝
野
繁（
総

務
課
行
政
改
革
推
進
係
長
）
▼
主
査　

浅
野
理
恵
（
公
立
浜
坂
病
院
主
事
）

◇
税
務
課

▼
課
長　

中
村
光
春
（
社
会
教
育
課
長

兼
加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館
長
）
▼
課

長
補
佐(
収
税
担
当)　

川
西
み
つ
る

（
出
納
室
課
長
補
佐
兼
出
納
係
長(

収

入
担
当)

）
▼
課
長
補
佐
兼
収
税
係
長

(

温
泉
担
当)　

中
井
秀
忠
（
同
課
長

補
佐
兼
徴
収
係
長(

温
泉
担
当)
）
▼

収
税
係
長(

浜
坂
担
当)　

尾
崎
井
千

老
（
同
徴
収
係
長(

浜
坂
担
当)

）
▼

課
税
係
長(

資
産
税
担
当)　

山
基
恭

道　
（
同
資
産
税
係
長
）
▼
課
税
係
長

(

住
民
税
担
当)　

島
木
正
和
（
同
住

民
税
係
長
）
▼
主
査　

中
家
亨
（
総
務

課
主
査
）

◇
町
民
課

▼
町
民
課
長
兼
環
境
セ
ン
タ
ー
所
長　

中
村
茂
（
同
課
長
）
▼
環
境
セ
ン
タ
ー

課
長
補
佐　

西
垣
宏
一（
同
課
長
補
佐
・

北
但
行
政
事
務
組
合
派
遣
）
▼
課
長
補

佐
兼
環
境
防
災
係
長
（
防
災
担
当
）　

水
田
賢
治
（
同
消
防
防
災
係
長
）　

▼

環
境
防
災
係
長(

環
境
担
当)　

中
村

裕
（
同
生
活
環
境
係
長
）
▼
主
査　

熊

本
大
輔
（
上
下
水
道
課
主
査
）
▼
主
査

　

永
美
麻
美
（
同
主
事
）

◇
健
康
課

▼
健
康
課
長
兼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
館

長　

小
谷
庄
司
（
同
課
長
）
▼
課
長
補

佐
兼
健
康
推
進
係
長(

総
務
担
当)　

有
本
か
な
江
（
振
興
課
課
長
補
佐
兼
総

務
係
長
）
▼
課
長
補
佐
兼
国
保
年
金
係

長　

中
井
誠
（
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
こ

ど
も
未
来
係
長
）
▼
主
査　

丸
岡
勇
輔

（
福
祉
課
主
査
）

◇
福
祉
課

▼
こ
ど
も
未
来
係
長　

東
康
次
郎
（
住

民
福
祉
課
福
祉
係
長
）
▼
主
査　

森
田

和
人
（
社
会
教
育
課
主
査
）
▼
主
査　

小
谷
英
寿
（
同
主
事
）

◇
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
総
括
主
任
保
育
士
兼
主
任
教
諭　

大

岸
摩
利
子
（
大
庭
認
定
こ
ど
も
園
総
括

主
任
保
育
士
兼
主
任
教
諭
）
▼
主
任
教

諭　

中
嶋
恵
子
（
大
庭
認
定
こ
ど
も
園

主
任
教
諭
）
▼
主
任
保
育
士
兼
主
任
教

諭　

寺
谷
洋
子
（
浜
坂
認
定
こ
ど
も
園

主
任
保
育
士
兼
主
任
教
諭
）
▼
自
動
車

運
転
手
兼
調
理
員　

森
田
春
江
（
浜
坂

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
自
動
車
運
転
手
兼

調
理
員
）

◇
浜
坂
認
定
こ
ど
も
園

▼
総
括
主
任
保
育
士　

岡
美
由
紀
（
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
総
括
主
任
保
育
士
）

▼
主
任
保
育
士
兼
主
任
教
諭　

井
上
玲

子
（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
主
任
保
育
士

兼
主
任
教
諭
）

◇
大
庭
認
定
こ
ど
も
園

▼
総
括
主
任
保
育
士
兼
主
任
教
諭　

山

木
真
澄
（
浜
坂
認
定
こ
ど
も
園
総
括
主

任
保
育
士
兼
主
任
教
諭
）
▼
主
任
教
諭

　

中
井
博
子
（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
主

任
教
諭
）

◇
商
工
観
光
課

▼
観
光
係
長　

仲
村
祐
子
（
企
画
課
広

報
情
報
係
長
）
▼
商
工
振
興
係
長(

商

工
担
当
）　

濵
田
浩
見
（
同
商
工
労
政

係
長
）
▼
商
工
振
興
係
長(

交
流
担
当
）

　

岡
坂
浩
一
（
同
地
域
振
興
係
長
）

◇
農
林
水
産
課

▼
課
長
補
佐
兼
水
産
林
務
係
長(

水
産

担
当
）　

山
本
一
則
（
同
課
長
補
佐
兼

水
産
係
長
）
▼
課
長
補
佐
兼
基
盤
整

備
係
長(

農
地
整
備
担
当
）　

太
田
信

明　
（
同
課
長
補
佐
兼
農
地
整
備
係
長
）

▼
課
長
補
佐
兼
農
政
畜
産
係
長(

農
政

担
当
）　

奥
澤
浩
（
同
課
長
補
佐
兼
農
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政
係
長
）
▼
課
長
補
佐
兼
基
盤
整
備
係

長(

地
籍
調
査
担
当
）　

岩
垣
廣
一
（
同

課
長
補
佐
兼
地
籍
調
査
係
長
）
▼
水
産

林
務
係
長(

林
務
担
当
）　

鶴
田
利
順

（
同
林
務
係
長
）
▼
基
盤
整
備
係
長(

温

泉
地
域
担
当)　

原
憲
一
（
産
業
建
設

課
農
林
畜
産
係
長
）
▼
農
政
畜
産
係
長

(

畜
産
担
当
）　

森
田
忠
浩
（
同
畜
産

係
長
）

◇
建
設
課

▼
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長(
用
地
担

当
）　

高
松
義
幸
（
同
課
長
補
佐
兼
用

地
係
長
）
▼
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長

(

管
理
担
当
）　

山
本
輝
之
（
同
課
長

補
佐
兼
管
理
係
長
）
▼
地
域
整
備
係

長(

温
泉
地
域
担
当)　

西
澤
要
（
産

業
建
設
課
建
設
係
長
）
▼
地
域
整
備
係

長(

都
市
計
画
担
当)　

松
井
豊
茂（
同

都
市
計
画
係
長
）
▼
地
域
整
備
係
長

(

工
務
担
当)　

谷
岡
文
彦
（
同
工
務

係
長
）
▼
主
査　

小
林
有
希
（
同
・
新

温
泉
土
木
事
務
所
派
遣
）
▼
主
査　

縄

手
美
幸
（
総
務
課
主
査
）

◇
上
下
水
道
課

▼
課
長
補
佐
兼
経
理
係
長(

水
道
・
温

泉
担
当
）　

西
口
正
男
（
同
課
長
補
佐

兼
水
道
経
理
係
長(

温
泉
担
当
）) 

▼

課
長
補
佐
兼
経
理
係
長(

水
道
・
浜
坂

担
当
）　

西
村
昌
則
（
同
課
長
補
佐
兼

水
道
経
理
係
長(

浜
坂
担
当)

）
▼
課

長
補
佐　

岡
田
美
昭
（
産
業
建
設
課
課

長
補
佐
兼
上
下
水
道
係
長(

下
水
道
担

当)

）
▼
課
長
補
佐
兼
施
設
係
長(

温

泉
地
域
担
当
）　

古
西
誠
（
産
業
建
設

課
課
長
補
佐
兼
上
下
水
道
係
長(

水
道

担
当)

）▼
課
長
補
佐
兼
経
理
係
長(

下

水
道
担
当
）　

北
村
誠
（
同
課
長
補
佐

兼
下
水
道
経
理
係
長
）
▼
課
長
補
佐

兼
施
設
係
長(

水
道
担
当
）　

松
岡
清

和
（
同
課
長
補
佐
兼
水
道
施
設
係
長
）

▼
課
長
補
佐
兼
施
設
係
長(

下
水
道
担

当
）　

井
上
陽
一
（
同
課
長
補
佐
兼
下

水
道
施
設
係
長
）
▼
主
査　

松
本
浩
志

（
産
業
建
設
課
主
査
）　

▼
主
査　

谷
口

和
代
（
議
会
事
務
局
主
査
）

◇
出
納
室

▼
出
納
係
長
（
収
入
担
当
）　

岡
田
庸

子
（
総
務
課
係
長
）

◇
牧
場
公
園
課

▼
牧
場
公
園
長　

國
東
大
資
（
兵
庫
県

よ
り
）
▼
牧
場
公
園
課
長　

片
山
光
正

（
兵
庫
県
よ
り
）
▼
課
長
補
佐
兼
公
園

管
理
係
長　

岡
一
則　
（
同
課
長
補
佐

兼
総
務
係
長
）

◇
温
泉
総
合
支
所　

地
域
振
興
課

▼
温
泉
総
合
支
所
長(

温
泉
公
民
館
長

兼
務)　

中
井
喜
一
（
税
務
課
長
）
▼

地
域
振
興
課
長(

産
業
建
設
窓
口
担
当

兼
務)　

中
村
和
夫
（
産
業
建
設
課
長
）

▼
課
長
補
佐
兼
振
興
係
長(

総
務
担

当)　

寺
谷
清
美
（
学
校
教
育
課
課
長

補
佐
兼
教
育
総
務
係
長
）
▼
課
長
補
佐

兼
住
民
係
長(

国
保
担
当)　

岩
﨑
房

枝
（
住
民
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
国
保
係

長
）
▼
課
長
補
佐
兼
振
興
係
長(

公
民

館
担
当)　

宮
脇
美
智
子
（
温
泉
公
民

館
課
長
補
佐
）
▼
課
長
補
佐
兼
振
興
係

長(

商
工
観
光
担
当)　

中
田
剛
志（
振

興
課
課
長
補
佐
兼
商
工
観
光
係
長
）
▼

住
民
係
長(

福
祉
担
当)　

坂
本
正
人

（
健
康
課
国
保
年
金
係
長
）
▼
住
民
係

長(

住
民
担
当)　

小
谷
豊
（
社
会
教

育
課
社
会
教
育
係
長
）
▼
主
査　

中
井

良　
（
振
興
課
主
査
）
▼
主
査　

秋
山

佳
代
子
（
住
民
福
祉
課
主
査
）
▼
主
査

　

谷
口
薫
（
振
興
課
主
査
）
▼
主
査　

乙
野
茂
（
温
泉
公
民
館
主
査
）
▼
主
査

　

山
本
征
裕
（
振
興
課
主
査
）
▼
主
事

　

藤
村
歩
美
（
住
民
福
祉
課
主
事
）
▼

自
動
車
運
転
手
兼
用
務
員　

大
田
秀
幸

（
振
興
課
自
動
車
運
転
手
兼
用
務
員
）

◇
公
立
浜
坂
病
院

▼
内
科
部
長　

松
岡
学（
同
内
科
医
長
）

▼
医
療
技
術
長　

大
下
勝
（
同
主
任
診

療
放
射
線
技
師
）
▼
主
任
診
療
放
射
線

技
師　

小
林
俊
一
（
同
診
療
放
射
線
技

師
）
▼
主
任
看
護
師　

伊
賀
聖
香
（
同

看
護
師
）

◇
介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り

▼
看
護
師
長　

西
谷
朝
恵
（
同
主
任
看

護
師
）▼
主
任
看
護
師　

尾
崎
淳
子（
公

立
浜
坂
病
院
主
任
看
護
師
）

教
育
委
員
会

◇
学
校
教
育
課

▼
課
長
補
佐
兼
教
育
総
務
係
長　

清
水

久
代（
同
課
長
補
佐
兼
学
校
教
育
係
長
）

▼
課
長
補
佐
兼
学
校
教
育
係
長　

長
谷

阪
治
（
商
工
観
光
課
課
長
補
佐
兼
観
光

係
長
）
▼
主
査　

中
尾
良
平
（
商
工
観

光
課
主
査
・
兵
庫
県
但
馬
県
民
局
地
域

政
策
室
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協

議
会
派
遣
）

◇
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

▼
浜
坂
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
自
動
車
運

転
手
兼
調
理
員　

田
渕
英
昭
（
温
泉
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
自
動
車
運
転
手
兼
調

理
員
）

▼
温
泉
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
自
動
車
運

転
手
兼
調
理
員　

竹
中
功
（
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
自
動
車
運
転
手
兼
調
理
員
）

◇
社
会
教
育
課

▼
課
長
兼
加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館
長

　

太
田
洋
二
（
教
育
委
員
会
分
室
長
兼

温
泉
公
民
館
長
）
▼
課
長
補
佐(

生
涯

学
習
担
当)　

中
村
完
司
（
教
育
委
員

会
分
室
課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
係
長
）

▼
課
長
補
佐
兼
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
長　

森
本
彰
人
（
同
課
長
補
佐
兼
社
会
体
育

係
長
）
▼
社
会
教
育
係
長　

谷
渕
朝
子

（
健
康
課
健
康
推
進
係
長(

計
画
担
当)
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安
心
な
暮

ら
し
が
一
日

で
も
早
く
取

り
戻
せ
る
よ

う
、
山
元
町

の
住
民
や
職
員
の
皆
さ
ん
と
一
体
に

な
っ
て
全
力
で
取
り
組
み
た
い
。
そ
の

経
験
を
で
き
る
だ
け
多
く
持
ち
帰
っ

︿
東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
派
遣
﹀

　

宮
城
県
山
元
町
で
震
災
復
興
計
画
や

都
市
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
ま
す
。

　

総
務
課
係
長　

福
井
崇
弘

︿ 

採
用 

﹀

▼
公
立
浜
坂
病
院
看
護
師

　

尾
﨑
奈
緒
美

　
▼
公
立
浜
坂
病
院
看
護
師

　

濟
木
孝
子　

16広報しんおんせん（４月号）

H24（2012）.4.12

町政のうごきから

新
温
泉
町
介
護
保
険
事
業　

計
画
策
定
委
員
会
公
募
委
員

　

各
分
野
に
お
け
る
学
識
経
験
者
な
ど

町
が
選
任
し
た
委
員
と
と
も
に
、
本
町

の
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
、
進

捗
管
理
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
委
員
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
委
員
と
高
齢

者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
委
員

会
委
員
を
兼
ね
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
応
募
資
格

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
満
40
歳
以
上

65
歳
未
満
の
方
（
平
成
24
年
4
月
1

日
現
在
）

・
本
町
の
介
護
保
険
事
業
に
関
心
を

持
っ
て
い
る
方

・
平
日
の
日
中
に
年
間
数
回
程
度
、
開

催
す
る
委
員
会
に
参
加
で
き
る
方

（
本
町
の
審
議
会
等
の
委
員
を
３
以
上

兼
ね
て
い
る
方
、
本
町
の
議
会
議
員

及
び
町
職
員
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。）

■
募
集
人
員　

２
人

■
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
27
年
３

　

月
31
日
ま
で

■
謝
金
等　

規
定
に
よ
り
報
償
費
と
交

通
費
を
支
払
い
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

①
公
募
委
員
応
募
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
②
「
介
護
保
険
に
つ

い
て
」
の
小
論
文
（
８
０
０
字
程
度
、

様
式
自
由
）
を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
電
子
メ
ー
ル
で
も
受
け

付
け
ま
す
。）

※
申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
提
出
さ
れ

た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
提
出
期
限　

４
月
30
日
（
月
）
必
着

■
提
出
先　

福
祉
課
（
介
護
保
険
係
）

　

info@
tow
n.shinonsen.lg.jp

■
選
考
結
果　

５
月
下
旬
に
文
書
で
通

知
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

福
祉
課　

介
護
保
険
係　

　

℡
82
‐
５
６
２
０

委員募集
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
て
く
だ
さ
い

ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
て
く
だ
さ
い

本
町
の
行
政
推
進
に
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ

せ
、
町
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
行
政
運
営
を
進
め
る
た
め
、

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
審
議
会
公
募
委
員

　

公
募
委
員
に
は
、
町
が
選
任
し
た
委

員
と
と
も
に
住
民
の
視
点
か
ら
本
町
の

優
れ
た
景
観
や
快
適
な
環
境
の
創
造
に

関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
、
調
査
、

  

退
職
（
３
月
31
日
付
）

今までの経験を生か
し、患者様に満足い
ただける看護の提供
に努め、地域医療に
も参加していきたい
と思います。

人として、看護師と
して、病院を通して
出会う人々によって
成長できればと思い
ます。よろしくお願
いします。

▼
阪
本
晴
良
（
温
泉
総
合
支
所
長
）
▼

上
島
啓
子
（
介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ

ゆ
り
総
看
護
師
長
）
▼
三
谷
満
男
（
町

民
課
参
事
兼
環
境
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▼

北
垣
孝
司
（
総
務
課
自
動
車
運
転
手
兼

用
務
員
）
▼
下
村
洋
一
（
浜
坂
中
学
校

自
動
車
運
転
手
兼
用
務
員
）
▼
岩
﨑
章

雄
（
按
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
）

【
派
遣
】

▼
兵
庫
県
へ
復
帰　

勝
田
稔
（
牧
場
公

園
長
）▼
兵
庫
県
へ
復
帰　

植
村
進（
牧

場
公
園
課
長
）
▼
企
画
課
係
長
・
但
馬

広
域
事
務
組
合
派
遣　

吉
田
博
和
（
振

興
課
税
務
係
長
）
▼
総
務
課
係
長
・
東

日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
職
員
派
遣　

福
井
崇
弘
（
住
民
福
祉
課
住
民
係
長
）

▼
町
民
課
主
査
・
北
但
行
政
事
務
組
合

派
遣　

木
村
孝
司（
学
校
教
育
課
主
査
）

▼
商
工
観
光
課
主
査
・
兵
庫
県
但
馬
県

民
局
地
域
政
策
室
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

ク
推
進
協
議
会
派
遣　

亀
谷
悦
生
（
企

画
課
主
査
）
▼
建
設
課
主
査
・
新
温
泉

土
木
事
務
所
派
遣　

浅
野
卓
也
（
建
設

課
主
査
）
▼
福
祉
課
主
査
・
兵
庫
県
立

但
馬
長
寿
の
郷
派
遣　

中
村
真
紀
（
健

康
課
主
事
）

て
、
新
温
泉
町
の
た
め
に
も
役
立
て
た

い
と
思
い
ま
す
。
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H24（2012）.4.12
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契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

乙第 5196 号
町道畑ヶ平線災害復旧
工事

岸田

施工延長40ｍ
先行掘削工 90㎥、吹付法枠工 延長
561m、グラウンドアンカー工 24本、
排水ボーリング工  8箇所、コンクリー
トブロック積工 面積 62㎡、U型側溝
工 延長28m、舗装工 面積154㎡

47,250,000 平成 24年 3月 6日～  平成 24年 3月 30日 株本建設工業㈱

林道中辻肥前畑線災害
復旧工事 岸田 災害復旧工事

延長 19ｍ、幅４ｍ 6,615,000 平成 24年 3月 3日～  平成 24年 3月 30日 ㈲山村工務店

23/343
西畑農地復旧工事 切畑

ネット柵工　延長 54ｍ、ふと
んかご工（２段）　延長 25ｍ、
土工　1式

2,761,500 平成 24年 3月 1日～  平成 24年 3月 31日 赤坂土建㈱

（平成 24年 2月 16日～平成 24年 3月 15日契約分）

審
議
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

若
干
名

▼
応
募
資
格

・ 

町
内
に
住
所
を
有
す
る
満
18
歳
以
上

の
方
（
平
成
24
年
4
月
1
日
現
在
）

・ 

本
町
の
優
れ
た
景
観
や
快
適
な
環
境

の
創
造
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
い

る
方

・ 

平
日
の
日
中
に
開
催
す
る
審
議
会
に

参
加
で
き
る
方

▼
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
26
年
3

月
31
日
ま
で

▼
謝
金　

規
定
に
よ
り
報
償
費
と
交
通

費
を
支
給
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法

　

公
募
委
員
応
募
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
電
子
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け

ま
す
。）

※
申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
提
出
さ
れ

た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▼
提
出
期
限　

4
月
27
日
（
金
）
必
着

▼
提
出
先　

建
設
課　

地
域
整
備
係

　

info@
tow
n.shinonsen.lg.jp

▼
選
考
結
果　

５
月
下
旬
に
文
書
で
通

知
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

建
設
課　

地
域
整
備
係

　

℡
82
‐
３
１
１
５

 
　

旭
日
単
光
章

叙
勲
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

　

旭
日
単
光
章

農
山
漁
村
女
性
・
シ
ニ
ア
活
動
表
彰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
最
高
賞
の
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

山
本　
　

茂
さ
ん

　

元
浜
坂
町
議
会
議
員　

新
市

山
本
さ
ん
は
、
連
続
3
期
12
年
に
わ

た
り
浜
坂
町
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
、

そ
の
間
、
産
業
建
設
常
任
委
員
長
や
議

会
選
出
の
浜
坂
町
農
業
委
員
会
委
員
を

務
め
る
な
ど
、
特
に
農
業
振
興
に
対
し

て
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

尾
﨑
二
三
夫
さ
ん

　

元
温
泉
町
議
会
議
員　

千
原

尾
﨑
さ
ん
は
、
通
算
5
期
20
年
間
温

泉
町
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
、そ
の
間
、

副
議
長
や
議
会
選
出
の
温
泉
町
農
業
委

員
会
委
員
を
務
め
る
な
ど
地
方
自
治
の

発
展
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

邑
橋
裕
恵
さ
ん　

千
谷

邑
橋
さ
ん
は
、
昭
和
61
年
に
農
産
物
加

工
組
織
「
す
ず
し
ろ
グ
ル
ー
プ
」
を
設
立
。

同
グ
ル
ー
プ
の
代
表
を
務
め
、
地
元
の

農
産
物
を
使
っ
て
13
品
目
に
も
及
ぶ
農

産
加
工
品
を
商
品
化
さ
れ
ま
し
た
。
地
域

住
民
の
安
全
な
食
と
地
産
地
消
の
推
進
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
食
育
指
導
、
郷
土
料

理
の
伝
承
な
ど
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
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本
町
の
人
権
施
策
推
進
計
画
の
主
な
人
権
の
課
題

特に関心のある人権や差別問題は？（上位５位まで）

順位 　　項　　　　　目  （合計） 男性 女性
１ 障がい者差別 51.8％ 1 52.7％ 1 50.9％

２ 部落差別 34.6％ 2 37.0％ 3 32.2％

３ 高齢者に関する差別 29.0％ 3 34.4％ 4 23.6％

３ 男女差別 29.0％ 4 25.0％ 2 33.0％

５ 子どもに関する差別 22.1％ 5 21.3％ 5 22.9％
　　　新温泉町民の人権に関する意識調査結果から（平成 21 年 1 月実施）

 
こ
こ
ろ
豊
か
な
ひ
と
づ
く
り
　
　
　
　
　
　
　

　
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

 
　
身
近
な
と
こ
ろ
で
人
権
学
習
会
を
　

　

21
世
紀
は
人
権
の
世
紀
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、
お
互
い
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
誇
り
が
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
人
権
啓
発
推
進

条
例
を
制
定
し
、
人
権
啓
発
方
針
に
沿
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
課
題
の
解
消
に

向
け
た
人
権
教
育
及
び
啓
発
活
動
を
推
進
し
、「
人
と
人
と
の
絆
」
を
大
切
に

し
た
共
生
社
会
の
創
造
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
身
近
な
地
域
、
団
体
、
職
場
等
で
、
ぜ
ひ
人
権
学
習
の
機
会
を
設

け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。　

文
化
会
館　

℡
82
‐
３
３
２
８

障
が
い
の
あ
る
人
の
自
立
と

社
会
参
加
を
進
め
よ
う

　

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る
人
々
の

理
解
や
配
慮
は
い
ま
だ
不
十
分
で
あ

り
、
車
い
す
で
の
乗
車
を
拒
否
さ
れ
た

り
、
ア
パ
ー
ト
へ
の
入
居
を
拒
否
さ
れ

る
な
ど
様
々
な
人
権
問
題
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
」（
等
し
く
生
き
る
社
会
の
実
現
）

を
基
本
理
念
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
と
障
が
い
の
な
い
人

と
が
、
一
緒
に
生
活
し
活
動
で
き
る
社

会
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

部
落
差
別
を
な
く
そ
う

　

同
和
問
題
の
解
決
を
阻
ん
で
い
る
大

き
な
要
因
と
し
て
予
断
と
偏
見
が
あ
り

ま
す
。
予
断
と
は
、
自
分
で
勝
手
に
こ

う
だ
と
決
め
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
で

す
。
偏
見
と
は
、
十
分
な
証
拠
も
科
学

的
な
根
拠
も
な
く
、か
た
よ
っ
た
見
方
、

考
え
方
を
す
る
こ
と
で
す
。

　

部
落
差
別
を
存
続
さ
せ
て
い
る
歴
史

的
、社
会
的
背
景
の
問
題
点
を
理
解
し
、

物
事
を
合
理
的
に
判
断
し
て
、
正
し
く

行
動
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
を
大
切
に
す
る

心
を
育
て
よ
う

　

町
に
お
け
る
高
齢
化
の
現
状
は
、
平

均
寿
命
の
大
幅
な
伸
び
や
少
子
高
齢
化

な
ど
を
背
景
と
し
て
、
３
人
に
１
人
が

高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
が
自
立
し
た
個
人
と
し
て
生

き
が
い
を
持
て
る
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
接
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

　
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う

よ
う
に
、
男
女
の
役
割
を
固
定
的
に
と

ら
え
る
意
識
な
ど
か
ら
生
ず
る
様
々
な

男
女
差
別
は
、
家
庭
や
職
場
で
依
然
と

し
て
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
解
消
も
、
重
要

な
課
題
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
こ
れ
か
ら
の
社

会
に
お
い
て
は
、
女
性
と
男
性
が
対
等

の
立
場
で
協
力
し
、
い
き
い
き
暮
ら
せ

る
社
会
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。子

ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

　

近
年
、
子
ど
も
に
関
す
る
事
件
や
事

故
が
増
え
て
い
ま
す
。
陰
湿
な
「
い
じ

め
」、「
体
罰
」、
親
に
よ
る
「
虐
待
」

な
ど
、
子
ど
も
の
人
権
を
め
ぐ
る
問
題

は
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
は
次
代
の
親
、
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
を
担
っ
て
い
ま
す
。
地
域
全
体

で
子
ど
も
た
ち
の
人
権
に
つ
い
て
真
剣

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆男女差別につい
ては女性の関心が
高く、特に 20 歳
代では 50.0% が
関心を持っていま
す。
◆高齢者に対する
差別問題は、60
歳代以上の年代で
関心が高い傾向が
あります。
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広報しんおんせん（４月号）

　桜の終わる頃、
城山園地の道を
車で登っていた
とき、曲がり角

の桜の木の下に、見慣れない白い花がたくさん咲い
ているのに気付きました。車を止めて降りて見ると、
オドリコソウ（踊子草）の群落でした。
　標高の高い村岡区あたりでは、道端で普通に見か
けますが、海辺ではほとんど見かけない野草です。
花の色は地方によっては紅色や黄色い花もあるそう
ですが、城山では陰になっているせいか、白に近い
うすい紅色でした。
　花の形はシソ科特有の唇

しん

弁
べん

花
か

で直径 3 ～ 4㎝、花
の先はこんもりとした兜

かぶと

のようになって、春の冷た
い雨から花粉を守っています。草丈は 20 ～ 40㎝、
茎は水っぽい四角形で、花は葉の脇から 10 個くらい
を輪生させています。この姿が、輪になって踊って
いるように見えることから、踊子草と名付けられた
そうです。長い柄のある葉が一節ごとに 90 度向きを
変えているのは、十

じゅう

字
じ

対
たい

生
せい

と呼ばれ、早春の弱い陽
射しをたくさん受けるための植物の知恵だとか。
　桜の木の下に群れて咲くオドリコソウ。蝶や蜂が
飛び交い、まるでお花見の宴会でもしているかのよ
うな春の坂道です。　文・写真　中澤　博子さん

オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
　

　
　
　
　
　（
シ
ソ
科
）

 野草散歩（16)   
国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

退
職(

失
業)

し
た
ら  
国
民
年
金
の
届
出
が
必
要
で
す

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、
国
民

年
金
へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
会
社
等
を
退
職
さ
れ
た

と
き
は
、
第
２
号
被
保
険
者
（
厚
生
年

金
等
）
か
ら
第
１
号
被
保
険
者
（
国
民

年
金
）へ
の
変
更
の
届
出
が
必
要
で
す
。

年
金
手
帳
と
認
印
を
持
参
の
う
え
、
役

場
ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
第
３
号
被
保
険
者
（
第
２
号

被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶

者
）
の
方
に
つ
い
て
も
、
届
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
制
度

　
　
　
が
あ
り
ま
す

　

退
職
（
失
業
）
に
よ
り
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
経
済
的
に
困
難
な
場

合
、
所
得
制
限
の
基
準
を
満
た
せ
ば
、

保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
の
納
付
を

免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
の
申
請
に
つ
い
て
は
申
請
者
本

人
と
配
偶
者
及
び
世
帯
主
の
前
年
の
所

得
が
審
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
退

職（
失
業
）に
よ
る
特
例
で
は
、退
職（
失

業
）
さ
れ
た
方
の
所
得
を
除
外
し
て
審

査
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
手
続
き
に

は
年
金
手
帳
と
認
印
、

失
業
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
で
き
る
公

的
機
関
の
証
明
の
写

し
（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
や
離
職

票
等
の
写
し
）
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
申
請
者
本
人
も
し
く
は
配
偶

者
、
世
帯
主
の
う
ち
、
平
成
23
年
１
月

２
日
以
降
に
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入

さ
れ
た
方
が
い
る
場
合
、
前
住
所
地
で

交
付
さ
れ
る
そ
の
方
の
平
成
22
年
中
の

所
得
課
税
証
明
も
必
要
で
す
。

■
免
除
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
の
追
納

　

追
納
と
は
、
保
険
料
の
納
付
を
免
除

さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
、
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
後
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
す
。
保
険
料
を
追
納

し
た
期
間
の
年
金
額
の
計
算
は
、
保
険

料
を
通
常
ど
お
り
納
付
し
た
場

合
と
同
じ
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
保
険
料
の
納
付
を

免
除
さ
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か

ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に

保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
、
経

過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上

乗
せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
に

納
付
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

　

―
問
い
合
わ
せ
―　

日
本
年
金
機
構　

　

豊
岡
年
金
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）　

　
　

22
‐
０
９
４
５
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加藤文太郎
記念図書館

「４月のおすすめの本」
ご案内

人生教習所
垣根涼介著／中央公論新社

人生に落ちこぼれた人達を集めて企画さ
れた「人間再生セミナー」。そこに集まっ
た老若男女の人たちは、美しい小笠原諸
島の自然を舞台に進められる不思議なセ
ミナーで、いつしか心に変化をもたらし
ていく…。人生の再生物語。

その後とその前
　瀬戸内寂聴　さだまさし著／幻冬舎

３．１１の震災の前と後で、日本やこの国
の人々はどう変わったのか。瀬戸内寂聴
とさだまさしの人気者二人が、この国で
今起こっていること、日本人の心のあり
方を熱く本音で語る対談集。

決定版　永田農法の野菜づくり事典
　永田照喜治著／主婦の生活社

永田農法とは、水はけのよい土づくりを行
ない、最小限の肥料や水だけを与えて、甘
みのある、野菜が本来もっているおいしさ
を実現した野菜作りの農法。使う肥料は１
種類だけ。手間をかけずにおいしい野菜を
楽しんでみませんか。

奇跡の一本松　大津波をのりこえて
なかだえり作／汐文社

東日本大震災の大津波の中、奇跡的に１
本だけ残った松の木。樹齢 260 年と思わ
れる松は今までにも４度の津波をのりこ
えてきた。みんなの希望である一本松と、
大切な暮らしを、津波から守る取り組み
の大切さを伝える絵本。

たんぽぽのおくりもの
　　　大島妙子絵／ひかりのくに

くまのコロンくんが冬ごもりから目を覚ま
すと、春のにおいがしてきました。けれど
も外はまだ雪がたくさん積もっています。
それでも雪の中に春を探しにでかけたコロ
ンくんは、失敗をしながらも素敵なことに
出会います。

   おはなし会　　　　　           
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

 『あなたがとってもかわいい』 他
　◆と き　4月28日（土）午後2時～

 『そらいろのたね』他
　◆とき　5月12日（土）午後2時～

休館日のお知らせ　　　　  

【開館時間】
月～金曜日　午前 10時～午後 6時
土・日曜日　午前 10時～午後 5時
＊リクエストや予約したい本があり
ましたら気軽にお問い合わせくださ
い。

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（４月号） 20

５月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

は休館日

４月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30
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広報しんおんせん（４月号）

▼
問
い
合
わ
せ

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　
　

℡
82
‐
５
２
２
２

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ 23

　
【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１
（
代
表
）

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

玄
武
洞
玄
武
岩
（
約
１
６
０
万
年

前
の
溶
岩
）
で
地
球
の
南
北
の
方
位

が
時
々
変
わ
る
と
い
う
こ
と
を
京
都

大
学
松
山
基
範
教
授
が
世
界
で
最
初

（
１
９
２
７
年
）
に
発
見
し
ま
し
た
。

こ
の
発
見
が
地
球
の
表
面
を
つ
く
っ
て

い
る
10
数
枚
の
プ
レ
ー
ト
（
地

殻
）
が
動
き
な
が
ら
地
球
表

面
を
つ
く
っ
て
い
る
と
い
う
プ
レ
ー
ト

テ
ク
ト
ニ
ク
ス
と
い
う
考
え
方
を
証
明

す
る
の
に
役
立
ち
ま
し
た
。

　

こ
の
玄
武
洞
で
地
球
の
不
思
議
な
物

語
や
六
角
形
の
柱
状
の
岩
が
中
国
の
北

の
守
神
「
玄
武
」
に
ち
な
む
話
を
聞
き

　
『
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
出
か
け
よ
う
！
』

を
テ
ー
マ
に
、
町
外
の
ジ
オ
サ
イ
ト(

景
勝
地
）

や
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
の
取
組
み
に
つ
い
て
、

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇
館
長
が
紹
介

し
ま
す
。

　

今
回
は
豊
岡
市
の
玄
武
洞
と
城
崎
温
泉
で
す
。

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

　

玄
武
洞
か
ら
学
ぶ
地
球
の
不
思
議
と　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

防
災
の
町
「
城
崎
」
を
見
学
し
ま
し
ょ
う

※
Ｐ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク　

消
費
生
活
用
製
品
安
全

法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
マ
ー
ク
で
、
生
活
用

品
の
う
ち
、
消
費
者
の
生
命
又
は
身
体
に
対

し
て
特
に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
多
い
と

認
め
ら
れ
る
製
品
に
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

Ｗ
さ
ん
（
70
歳
代
）
男
性

　

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
を
購
入
し
、
火

を
つ
け
よ
う
と
点
火
ス
イ
ッ
チ
を
押
す

が
硬
く
て
押
せ
な
い
。
不
良
品
だ
と
思

い
店
に
交
換
を
頼
む
が
、
故
障
し
て
い

な
い
と
取
り
合
っ
て
く
れ
な
い
。

　

規
格
が
変
わ
り
ま
し
た

　　

子
ど
も
の
火
遊
び
に
よ
る
火
災
の
う

ち
、
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
が
原
因
と
思

わ
れ
る
も
の
が
半
数
以
上
に
の
ぼ
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
昨
年
９
月
か
ら
、
使
い
捨

て
ラ
イ
タ
ー
の
事
故
を
防
止
す
る
た

め
、
子
ど
も
が
簡
単
に
操
作
で
き
な
い

よ
う
に
、
点
火
ス
イ
ッ
チ
を
重
く
し
た

り
、
２
段
階
の
操
作
で
着
火
す
る
な
ど

の
機
能
（
チ
ャ
イ
ル
ド
レ
ジ
ス
タ
ン

ス
）
を
つ
け
た
Ｐ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク
入
り
の

ラ
イ
タ
ー
の
販
売
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

 
不
良
品
!?

　
点
火
し
に
く
い
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー

　

販
売
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
中
で
、
今

年
２
月
に
は
幼
児
２
名
が
死
亡
す
る
火

災
が
発
生
し
、
現
場
か
ら
は
チ
ャ
イ
ル

ド
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
機
能
の
つ
い
て
い
な

い
ラ
イ
タ
ー
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

Ｐ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク
入
り
の
　
　

ラ
イ
タ
ー
を
使
い
ま
し
ょ
う

　

ラ
イ
タ
ー
は
、

★
子
ど
も
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に

置
き
ま
し
ょ
う
。

★
子
ど
も
に
触
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

★
不
要
に
な
っ
た
ら
き
ち
ん
と
捨
て
ま

し
ょ
う
。

★
Ｐ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク
の
入
っ
た
も
の
を
使

い
ま
し
ょ
う
。

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
」

の
棲
む
「
円
山
川
低
湿

地
」
や
豊
岡
盆
地
の
地
形

と
「
カ
バ
ン
の
町
豊
岡
」

の
歴
史
、
北
但
大
震
災
後

に
再
建
さ
れ
た
玄
武
岩
護

岸
の
大
谿
川
と
早
稲
田
大

学
と
連
携
し
て
つ
く
っ
た

防
災
の
町
「
城
崎
」
を
見

学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

国の天然記念物にも指
定されている「玄武洞」

（写真上）と玄武岩の亀
の甲状の割れ目（同右）
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まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 24年３月 21日現在

広報しんおんせん（４月号）

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

公共職業安定所と連携し、まちの求人情報を
提供しています。職業相談員が就職相談に応じ
ます。お気軽に利用ください。

サンシーホール浜坂をご利用ください

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（町内全域）
ヤスケン 足場組立・

解体 30以下 176～ 198
㈱リフティングブレーン 漬物製造 不問 158
㈱カイヤマグチ 現場技術員 不問 200～ 300

（浜坂地域）
㈱田中建設 土木作業員 不問 176～ 220
浜坂温泉保養荘 フロント 不問 146～ 152
㈲岡市組 土木作業員 不問 154～ 198
日興建設㈱ 土木技術者 40以下 165～ 273
吾妻商事㈲ 施工管理 不問 200～ 300
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院

看護師 不問 180～ 215
看護補助 不問 133～ 138

㈲ＯＮＥ 携帯電話販売 35以下 160～ 200

㈱隆栄水産
営業 不問 190～ 300
ウェイター　
ウェイトレス 不問 130～ 170
調理師 不問 230～ 300

㈲富士建設　グルー
プホームありがとう

ケアマネー
ジャー 不問 187～ 242

㈱ＳＴＣ ミシンオペレーター 不問 126

たじま農業協同組合
ケアマネー
ジャー 不問 193
サービス提
供責任者 不問 150

㈲アートライフタニタ 営業販売 不問 170
㈱マル海渡辺水産 事務員 不問 158～ 200
㈱たじみや 経理総務事務 45以下 200～ 400
織戸組 とび職 30以下 154～ 264

（温泉地域）
㈱エミュー エステ業務 不問 140
㈱扶桑興業 一般事務 35以下 132～ 140
㈱湯村温泉愛宕山観光 調理師見習 40以下 135～ 170
寺谷自動車㈱ 自動車整備士 35以下 137～ 200

㈲兵庫ライフサービス フロント 不問 139
フロアスタッフ 69以下 135

㈱西沢製作所 溶接工 39以下 132～ 143
現場事務補助 不問 131

㈱温泉町夢公社 調理師・
施設管理 不問 140～ 150

㈱マルワフーズ渡辺水産 営業 64以下 169～ 289
食品製造 64以下 132

㈱井筒屋 フロント 60以下 147～ 188
客室係 60以下 231～ 256

ケービックス㈱ 旅館現場業
務リーダー 不問 170～ 230

㈱朝野家 客室係 59以下 202～ 223
営業係 不問 140～ 150

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら 介護員 不問 156～ 172

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域・香美町香住区）

㈱ナカケー

調理業務 不問 750～ 950
販売業務 不問 750～ 950
接客業務 不問 750～ 950
レジ業務 不問 750～ 950

㈱白バラドライ 店舗受付 不問 820～1,000
（町内全域）
㈱伝習館 家庭教師 不問 1,400～ 2,000
神戸ヤクルト販売㈱ 宣伝販売スタッフ 不問 900～1,000
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 1,050～ 2,180

（浜坂地域）
㈱ユニバーサルサ
ービス 清掃作業 不問 750
㈱マルワ渡辺水産 レジ係 不問 750～ 850
㈱トヨダ レジ・品出し 不問 740～ 880
㈱白バラドライ 工場内作業 不問 850～ 900

㈲富士建設　グルー
プホームありがとう

看護師・
准看護師 不問 1,000～ 1,100
ケ ア マネ
ージャー 不問 1,000～ 1,100
介護員 不問 850

㈲山米鮮魚 配送・雑務 不問 750～ 850
加工員 不問 750～ 850

㈱マル海渡辺水産
販売店員 不問 750～1,000
フロアスタッフ 不問 750～1,000
調理補助 不問 750～1,000
事務員 不問 800～1,000

㈱メフォス 給食調理補助 59 以下 750
（温泉地域）
㈱エミュー エステ業務 不問 800～ 900
リフレッシュサ
ロン　ゆらぎ1/f リフレクソロジー 不問 900～1,100
㈱光商会 ガソリンスタンド 不問 750～1,000
ケービックス㈱ クリンクルー 不問 740～ 800
㈱西沢製作所 溶接工 不問 739

作業員補助 不問 739
㈱コメリ 販売員 不問 750
㈱儀式共済センター　
代理店  ヴェルージュ美方

営業・サ
ービス 不問 800

㈱御やどゆもと 調理補助 不問 750～ 800
客室係 59以下 1,000

㈱井筒屋

料飲サービス 不問 950
管理サービス 不問 850
朝食係 不問 850
客室係 不問 1,185
昼食係 不問 950

㈲兵庫ライフサービス フロアスタッフ 59 以下 770
㈱とみや旅館 客室係 不問 800～1,000
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広報しんおんせん（４月号）

―
問
合
せ
―

　

農
業
委
員
会   
℡
82
‐
５
６
２
６

平成 24 年度新温泉町農作業等標準料金（単位：円）

作業区分 標準金額 備考
農作業日給
　（実働 8 時間、技術作業は別料金） 8,000

作業区分 10 アール当り金額 備考整備田 左記以外

耕うん

1 回目 7,000 8,000
2 回目（2 番すき） 5,000 6,000
代かき 9,000 10,000

湛水あらしろ同時 13,500 16,000 荒おこしと代かき
を同時にする場合

ディスク耕うん 7,000 8,000
機械田植え 8,300 9,400 補植は含まず
農薬散布（パイプダスターによる機械防除） 2,000 3,000 農薬代は別

刈取作業

バインダー作業（刈倒し・
紐代含） 9,000 10,000 すみ刈含まず。委

託者立会。
（倒伏、湿田は 2

～ 5 割増）
生籾運搬は別料金

コンバイン作業 21,000 23,000
脱穀作業（ハーベスタ）1
日 8 時間 15,000

あぜぬり ( 機械作業で 1m 当り） 100

育苗
（1 箱当り）

硬化苗 661（運賃 89 円別）
JA に準ずる

（予約外は別料金）緑化苗 556（運賃 89 円別）
発芽苗 420（運賃 63 円別）

乾燥（生籾・コンバイン袋）10㌃当り 14,000 1 袋 700 円
籾スリ（30㎏） 500
※整備田とは、基盤整備されたほ場をいう。

田（水稲）の賃借料情報
　（10 アール当たり、平成 23 年 1 月～ 12 月）

地域名 平均額
（円）

最高額
（円）

最低額
（円） 筆数

浜坂地域 6,950 10,000 4,000 20

温泉地域 7,000 7,000 7,000 4

町平均 6,958 ― ― ( 合計 )  24
上記以外に、農地を無料で借りる使用貸借
権により、町全域で田が 45 筆貸借されて
います。

　

農
地
の
賃
借
料
情
報

　

農
地
法
の
改
正
に
伴
い
、
標
準
小
作

料
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
農
業
委
員
会

が
農
地
の
賃
借
料
情
報
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

左
記
の
賃
借
料
は
、
平
成
23
年
１
月

か
ら
12
月
ま
で
に
締
結
（
公
告
）
さ
れ

た
賃
借
権
に
お
け
る
水
準
で
す
。
実
際

の
貸
借
に
お
い
て
は
こ
の
水
準
を
参
考

に
、
貸
し
手
と
借
り
手
双
方
で
協
議
し

て
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
畑
に
つ
い
て
は
事
例
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

平
成
24
年
度
の
新
温
泉
町
農
作
業
等
標
準
料
金
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
こ
の
料
金
は
標
準
で
あ
り
、
ほ
場
の
形
状
、
土
質
、
進
入
難
易
度
等

に
違
い
が
あ
る
の
で
、
当
事
者
双
方
の
話
し
合
い
で
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

美
方
郡
広
域
事
務
組
合

平
成
24
年
産
水
稲
共
済

共
済
金
額
の
お
知
ら
せ

　

平
成
24
年
産
水
稲
共
済
に
お
け
る
主

食
用
米
の
単
位
当
た
り
共
済
金
額
（
被

害
時
に
補
償
さ
れ
る
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当

た
り
の
金
額
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
最
高
額
（
１
９
4
円
）
以
外
を
選
択

す
る
場
合
の
手
続
き

　

５
月
7
日
ま
で
に
、『
農
作
物（
水
稲
）

共
済
単
位
当
た
り
共
済
金
額
個
人
選
択

申
出
書
』
の
提
出
が
必
要
で
す
。

◆
注
意
点

○
低
い
金
額
を
選
択
す
る
と
被
害
の
際

支
払
わ
れ
る
共
済
金
が
少
な
く
な
り
、

十
分
な
補
償
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
損
害
防
止
事
業
助
成
金
の
助
成
額
が

選
択
さ
れ
た
単
位
当
た
り
共
済
金
額
に

応
じ
て
少
な
く
な
り
ま
す
。

◆
最
高
額
（
１
９
4
円
）
を
選
択
す
る

場
合
に
は
手
続
き
不
要
で
す
。

―
問
合
せ
―

　

美
方
郡
広
域
事
務
組
合　

共
済
課　

　
　

℡
92
‐
２
４
１
０

平成 24 年産
水稲共済

単位当たり共済
金額

最高額 194 円

その他の選択で
きる金額

175 円、155 円
136 円、116 円
  97 円　　　　　

　

―
農
業
委
員
会
情
報
№
74

 
平
成

年
度
新
温
泉
町
農
作
業
等
標
準
料
金
の
お
知
ら
せ

24
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元気に帰ってこいよ　サケの稚魚放流

山陰海岸ジオパークかるた
　読み札と絵札
44 セットによる
「ジオパークかる
た」の選定が行
われ、最優秀賞に浜坂北小学校６年の寺田柊太さんの「広
い海に　広がる命　山陰海岸」が、優秀賞には丹土の田
渕由紀子さんの「ホッとする　ジオの恵み　湯村温泉」
が選ばれました。（山陰海岸ジオパーク推進協議会主催）
　３月19日には山陰海岸ジオパーク館で表彰式を開催。
式典後、採用作品を使ったジャンボかるた大会が開かれ、
子どもたちが楽しみました。　

　湯財産区が研究を行っていた温度差発電（温泉の熱エネルギーを
電気に変換するもの）が実用化にこぎつけ、薬師湯で携帯電話の充
電などに活用されることになりました。ジオの恵みである温泉を活
用した、環境に負荷のかからないクリーンなエネルギーです。
　3月 31日に行われた通電式では、岡本町長が「先達が大切に守っ
てきた温泉を、環境に優しいエネルギーに活用する夢の一歩であ
る。」とあいさつ。湯財産区の福島祥介議長が通電のスイッチを押し、
実用化をスタートさせました。

ジオエネルギーで充電してね

H24（2012）.4.12

　レクリエーションスポーツを健康づくりに活用しよう
と３月 3日、浜坂体育センターでレクリエーションス
ポーツ記録会が開催されました。
　記録会には４チーム 29人が参加し、スリッパ飛ばし
やぞうきんがけリレー、大なわとびなど８種目で飛距離
やタイムを計測。７人８脚では７人の足並みがそろわず
何度も途中で倒れたり、スリッパ飛ばしではスリッパを
後ろに飛ばしたりと悪戦苦闘していました。各種目の
トップ記録は、本町ギネス記録として認定されました。

広報しんおんせん（４月号）

新温泉町ギネスに認定

　３月 14日、浜坂南小学校５年生の児童らが岸田川の
田君川との合流地点で、サケの稚魚約 400 匹を放流し
ました。（この日は同漁協の育てた稚魚約25万匹も放流）
　岸田川漁業協同組合が環境学習の一環として但馬内の
小学校 17校にサケの受精卵を配布しており、同小でも
昨年 12月から校内の水槽で飼育していたもので、体長
５センチまでに成長させました。放流を終えた谷田純一
さんは、「大きくなって４年後に川に帰ってきてほしい。」
と稚魚の行方を追っていました。



H18（2006）.4.13

25

３月18日と20日、浜坂漁港で西但馬の自然を考える会（福原
陽一郎代表）による養殖ワカメの収穫体験が行われ、町内外から
約60人が参加しました。
昨年11月に種付けしたロープには、大きく成長したワカメやス
ジメ（コンブの仲間）がついており、約1トンが収穫できました。
参加者ははさみや鎌で根元から切り取り、袋いっぱいに詰めてい
きました。福原代表は収穫後、ワカメやスジメを実際に手に取っ
て「鉄分が多い浜坂海岸ではスジメが大きく育つ」と海の魅力を
伝えました。

　　　　　　　　　　中学生がジオグルメ調理

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（４月号）

薬師湯入館者50万人達成

　３月 13日と 14 日の２日間、浜坂中学校で「かにソムリエ」に
よる出前授業が行われ、２年生の生徒がカレイやホタルイカなど地
元の食材を使った料理実習に取り組みました。
　海の幸に興味を持ってもらおうと浜坂観光協会が実施。生徒たち
はソムリエたちの指導を受けながら赤カレイの５枚おろしに挑戦し
たり、ホタルイカ冷製パスタや三尾産わかめのスープの味付けをし
て見事に４品を仕上げました。

　3月 22 日、町内の８小学校で卒業証書授与式が行わ
れ、152 人が思い出いっぱいの学び舎を巣立ちました。
　浜坂北小学校では、水谷和尚校長から 41人一人ひと
りに卒業証書が手渡され、卒業生はお別れのことばで「将
来を見据え、自分の目標をもち、一日一日を大切に過ご

学び舎を巣立つ

　薬師湯の入館者数が 3月 31 日、平成 20 年 3 月 29
日のオープン以来50万人を達成し、節目の入館者となっ
た豊岡市日高町の川上晃弘さんに町長から花束と但馬
ビーフが贈られました。川上さんは家族三人で来館し、
「湯村の湯は、よく温まるし美容にもいい。何度でも入
りたい温泉です。」と話されました。

ジオの恵み　養殖ワカメの収穫体験

します。」と
力強く発表し
ました。



H18（2006）.4.13

26

I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H24（2012）.4.12

ご
案
内

広報しんおんせん（４月号）

浜
坂
先
人
記
念
館
以
命
亭

浜
坂
絵
画
教
室  

第
6
回

グ
ル
ー
プ
エ
ポ
ー
シ
ュ
作
品
展

　

清
水
伸
子
さ
ん
が
指
導
し
て
い
る
浜

坂
絵
画
教
室「
グ
ル
ー
プ
エ
ポ
ー
シ
ュ
」

の
生
徒
と
講
師
の
作
品
約
25
点
を
展
示

し
ま
す
。

▼
と
き　

　

4
月
14
日（
土
）　

～
5
月
2
日（
水
）

 　

※
最
終
日
は
正
午
ま
で

▼
問
合
せ　

　

浜
坂
先
人
記
念
館

　
「
以
命
亭
」

　

℡
82
‐
４
４
９
０

お
知
ら
せ

愛
の
献
血
お
知
ら
せ

　

血
液
は
〝
命
の
き
ず
な
〟
で
す
。
い

の
ち
を
救
う
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

▼
と
き

　

4
月
17
日
（
火
）

　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　

午
後
０
時
30
分
～
３
時

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
対
象　

16
～
69
歳
の
方

▼
問
合
せ　

健
康
課　

健
康
推
進
係

　
　
　
　
（
す
こ
や
か
～
に
内
）

　
　

℡
99
‐
２
９
４
０

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度

　

   

4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

　

森
林
法
の
改
正
に
よ
り
、
今
年
4
月

以
降
、
森
林
の
土
地
の
所
有
者
に
な
っ

た
場
合
は
、
市
町
村
長
へ
の
事
後
届
出

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

▼
対
象　

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売

買
や
相
続
等
に
よ
り
森
林
の
土
地
を

新
た
に
取
得
し
た
方

※
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地
売

買
契
約
の
届
出
を
し
て
い
る
場
合
は

除
く
。

▼
届
出
期
間　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ

　

た
日
か
ら
90
日
以
内

▼
届
出
先

　

取
得
し
た
土
地
の
あ
る
市
町
村
長

▼
提
出
書
類

　

①
届
出
書
（
届
出
者
と
前
所
有
者
の

住
所
氏
名
、
所
有
者
と
な
っ
た
年
月

日
、
所
有
権
移
転
の
原
因
、
土
地
の

所
在
場
所
・
面
積
、
土
地
の
用
途
な

ど
を
記
載
）、
②
登
記
事
項
証
明
書

ま
た
は
土
地
売
買
契
約
書
な
ど
権
利

を
取
得
し
た
こ
と
が
わ
か
る
書
類
の

写
し
③
土
地
の
位
置
を
示
す
図
面

▼
問
合
せ　

農
林
水
産
課

　

℡
82
‐
５
６
２
６

い
き
い
き
生
活
カ
レ
ン
ダ
ー
訂
正

　

次
の
と
お
り
修
正
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
4
月
22
日

　
「
岸
田
川
渓
流
釣
り
大
会
」
は
、
残

雪
が
多
く
、
６
月
３
日
（
日
）
に
変

更
に
な
り
ま
し
た
。

▼
5
月
18
日

　
「
温
泉
小
小
学
校
入
学
説
明
会
」
と

記
載
し
て
い
ま
す
が
、
誤
り
で
す
。

―
問
合
せ
―

　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　
　

℡
82
‐
５
６
２
４

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

お
は
な
し
会

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
、
簡

単
な
折
り
紙
な
ど
を
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

▼
と
き　

４
月
28
日
（
土
）

　
『
あ
な
た
が
と
っ
て
も
か
わ
い
い
』
他

▼
と
き　

５
月
12
日
（
土
）

　
『
そ
ら
い
ろ
の
た
ね
』
他

移
動
図
書
館
巡
回
日
の
変
更

　

５
月
第
１
金
曜
日
の「
さ
さ
ゆ
り
号
」

の
運
行
日
程
を
変
更
し
ま
す
。

▼
運
行
日

　

変
更
前　

５
月
４
日
（
金
）

　

変
更
後　

５
月
８
日
（
火
）

▼
対
象
地
域　

湯
～
春
来
方
面

―
問
合
せ
―　
加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　
　

℡
82
‐
５
２
５
１
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季
節
労
働
者
対
象　
　

雇
用
保
険
説
明
会
の
ご
案
内

　

季
節
労
働
者
な
ど
を
対
象
に
雇
用
保

険
の
受
給
手
続
き
と
求
職
受
理
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

　

５
月
11
日
（
金
）　

午
後
２
時
～

▼
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー　

集
会
室

▼
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
香
住
出
張
所

　

℡
（
０
７
９
６
）

　
　
　

36
‐
０
１
３
６

下
水
道
使
用
料
の
減
免
申
請

　

下
水
道
使
用
料
の
減
免
は
、
事
前
申

請
が
必
要
で
す
。

　

4
月
分
か
ら
減
免
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
4
月
27
日
（
金
）
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

住
民
票
が
あ
っ
て
も
進
学
や

単
身
赴
任
、
施
設
入
所
な
ど
で
長
期

に
わ
た
り
不
在
の
方

◇
浜
坂
地
域　

一
般
住
宅

◇
温
泉
地
域　

地
下
水
や
山
水
を
下
水

道
に
排
水
し
て
い
る
一
般
住
宅

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

町
民
セ
ン
タ
ー
図
書
室
に

　
   

新
刊
が
入
り
ま
し
た

▼
図
書
室
の
利
用
方
法

▽
利
用
日
・
時
間　

　

毎
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
年
末
年
始（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）

　

は
休
館
し
ま
す
。

▽
借
り
ら
れ
る
冊
数
・
期
間　

　

ひ
と
り
３
冊
・
10
日
間

▼
問
合
せ

　

温
泉
公
民
館　

　

℡
92
‐
１
８
７
０

　新 刊 図 書 一 覧
書　　　　　名 著者名等

一

　

般

　

向

　

け

わかるノートパソコン入門 わかる編集部
心　いかに生きたらいいか　新版　 高田好胤

「ムカッとくる怒り」がスーッとおさま
る本

植西　聴

夢うばわれても　拉致と人生 蓮池　薫
はげましてはげまされて　93 歳正造じ
いちゃん 56 年間のまんが絵日記

竹浪正造

兵庫県の歴史　第２版 今井修平
日野原重明１００歳 日野原重明
小学校へ行く前に　　低学年編 岡崎　勝
うつ病の常識はほんとうか 富高辰一郎
農家に教わる暮らし術 農山漁村文化協会編
おしゃれキッズのニット小物 了戒かずこ
永遠の定番ニット　詳しい編み方のプロ
セス尽き

森岡圭介

これならできる！！毎日ラクチン！作り
おき＋使いきりおかず

武蔵裕子

心も整う「捨てる」ルールと「しまう」ルール 中山真由美
絶望の隣は希望です！ やなせたかし
相性 三浦友和
古い腕時計　きのう逢えたら… 蘇部健一
隣人 喜多由布子
大奥騒乱　伊賀者同心手控え 上田秀人
鳴物師音無ゆかり事件ファイル 上野　歩
悲しみの効用 五木寛之

子

　

ど

　

も

　

向

　

け

なんでもきいて！まるごとビジュアル大
百科

（左巻健男監修）

知識が広がる！「ちがい」がわかる子ど
もの事典

カルチャ－ランド

幽霊図書館　1 稲川淳二
平清盛　平氏の黄金期をきずいた総大将 西本鶏介
日本地図の迷宮　迷路＋かくし絵＋さが
し絵＋クイズ

（井田仁康監修）

14 歳からの仕事道 玄田有史
ハッピーになれる算数 新井紀子
もののしくみ大図鑑　どうやって動くの？ ジョエル・ルボーム
14 歳からの原発問題 雨宮処凛
教室　消えない虹 真田コジマ
ゆうれい猫ふくこさん 廣嶋玲子
タロとジロ　南極で生きぬいた犬 東　多江子
アンガスとセイディー　農場の子犬物語 シンシア・ヴォイト
ある日とつぜん、霊媒師 エリザベス・コー

ディ・キメル
うまれてきてくれてありがとう にしもとよう
スミス先生とおばけ図書館 マイケル・ガーランド
ふうこちゃんのリュック スズキアツコ
はたらくくるましょうぼうじどうしゃ
ウーウー

やまもとしょうぞう

はたらくくるまみんなのバス　トマリー やまもとしょうぞう
どうぶつびょういんおおいそがし シャロン・レンタ
こどもずかん ０さい～４さい 英語つき 学研マーケティング
いいからいいから 長谷川義史
ぼくがラーメンたべてるとき 長谷川義史

　

印
鑑
と
現
住
所
が
わ
か
る
も
の

▼
注
意
事
項

　

減
免
申
請
は
年
度
ご
と
の
更
新
制
で

す
。
平
成
23
年
度
に
減
免
申
請
し
て

い
て
も
、
24
年
度
も
引
き
続
き
減
免

を
希
望
す
る
場
合
は
、
新
た
に
申
請

が
必
要
で
す
。

▼
問
合
せ

　

上
下
水
道
課　

℡
82
‐
３
１
１
４

　

温
泉
総
合
支
所　

地
域
振
興
課　

　
　

℡
92
‐
１
１
３
１
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小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
の
更
新
申
請
手
続
き

▼
対
象

　

有
効
期
間
が
平
成
24
年
７
月
31
日
ま

で
の
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

証
を
お
持
ち
の
方
で
、
平
成
24
年
８
月

１
日
以
降
も
引
き
続
き
受
給
者
証
の
交

付
を
希
望
さ
れ
る
、
８
月
１
日
時
点
で

満
20
歳
未
満
の
方

▼
申
請
受
付
期
間

　

５
月
１
日
～
６
月
29
日

　
　
　
　
（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
。）

▼
出
張
受
付

▽
新
温
泉
健
康
福
祉
事
務
所

▽
５
月
14
日
（
月
）、
６
月
５
日
（
火
）

　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午
、

　

午
後
１
時
～
４
時

▼
改
正
点

　

自
己
負
担
限
度(

月)

額
は
、
生
計

中
心
者
の
前
年
所
得
税
を
基
に
決
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
22
年
度
税
制
改

正
で
、
所
得
税
の
「
年
少
扶
養
控
除
」

と
「
16
～
18
歳
ま
で
の
特
定
扶
養
控
除

の
上
乗
せ
部
分
」が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
自
己
負
担
限
度(

月)

額
は
年
少
扶
養
控
除
が
あ
っ
た
場
合
の

所
得
税
額
を
推
計
し
、
そ
の
推
計
額
を

基
に
決
定
す
る
こ
と
と
し
、
更
新
申
請

書
様
式
を
変
更
し
年
少
扶
養
者
等
の
人

数
を
記
載
い
た
だ
く
欄
を
設
け
て
い
ま

す
。

▼
問
合
せ　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

　
　
　
（
豊
岡
保
健
所
）
地
域
保
健
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
２
６
‐
３
６
７
２

兵
庫
県
総
合
治
水
条
例

　

が
施
行
さ
れ
ま
し
た

　

近
年
、
台
風
等
に
よ
る
大
雨
や
集
中

豪
雨
、
局
地
的
大
雨
が
増
え
、
河
川
や

下
水
道
の
整
備
と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
の

治
水
対
策
だ
け
で
被
害
を
防
ぐ
こ
と
は

難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
、
浸
水
被
害
を
軽

減
す
る
た
め
、4
月
1
日
か
ら
県
の「
総

合
治
水
条
例
」が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

条
例
の
内
容
に
つ
い
て
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジU

RL
h
ttp
://w

eb.p
ref.h

yogo.lg.jp
/

w
d15/w

d15_000000076.htm
l

▼
問
合
せ　

兵
庫
県
県
土
整
備
部

　

土
木
局
総
合
治
水
課

℡
（
０
７
８
）
３
４
１
‐
７
７
１
１

全
国
土
木
建
築
・
全
国
建
設
工
事
業
・
近

畿
税
理
士
国
民
健
康
保
険
組
合
に
加
入
の

福
祉
医
療
受
給
者
の
方
へ

　

医
療
機
関
や
薬
局
で
受
診
さ
れ
る
場

合
は
、
被
保
険
者
証
と
受
給
者
証
と
併

せ
て
、必
ず
「
限
度
額
適
用
認
定
証
※
」

を
医
療
機
関
等
の
窓
口
で
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

※
医
療
機
関
等
窓
口
で
の
負
担
額
（
医

療
保
険
の
自
己
負
担
額
）
を
一
定
の

金
額
に
と
ど
め
る
た
め
の
証
明
書

　

兵
庫
県
で
実
施
し
て
い
る
福
祉
医
療

は
、
特
定
国
民
健
康
保
険
組
合
を
含
め

て
県
外
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
受
給
者
に
つ
い
て
、
医
療
費
や

調
剤
費
が
少
額
で
あ
る
場
合
や
医
療
機

関
等
の
窓
口
で「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

の
提
示
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
原
則
と

し
て
償
還
払
い
（
医
療
機
関
等
の
窓
口

で
い
っ
た
ん
自
己
負
担
額
を
支
払
い
、

役
場
に
申
請
し
て
医
療
費
の
助
成
を
行

う
方
法
）
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

ご
加
入
の
国
民
健
康
保
険
組
合
に

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
交
付
を
申

請
の
上
、
医
療
機
関
や
薬
局
で
診
療
や

調
剤
を
受
け
る
際
に
、
窓
口
で
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。　

▼
問
合
せ　

健
康
課　

福
祉
医
療
係

　

℡
82
‐
５
６
２
２

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

助
成
事
業
利
用
申
請
受
付

　

高
齢
者
世
帯
等
に
対
し
て
タ
ク
シ
ー

料
金
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
福

祉
課
、
温
泉
総
合
支
所
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
対
象
者　

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
現

に
居
住
し
て
い
る
次
の
世
帯

①
75
歳
以
上
の
み
の
高
齢
者
世
帯

②
重
度
心
身
障
が
い
者
と
満
75
歳
以
上

の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

▼
助
成
の
額　

　

助
成
券
１
枚
で
５
０
０
円

▼
助
成
券
の
枚
数

　

ひ
と
月
あ
た
り
２
枚
で
、

　

申
請
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
平
成

25
年
３
月
分
ま
で

▼
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

①
世
帯
分
離
に
よ
り
独
居
世
帯
と
な
っ

て
い
る
方

②
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設

に
入
所
し
て
い
る
方

③
自
動
車
を
保
有
し
、
運
転
が
で
き
る

方
④
町
民
タ
ク
シ
ー
事
業
の
規
定
に
該
当

す
る
地
域
に
居
住
す
る
方

▼
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
会
社

　

浜
坂
タ
ク
シ
ー
、
全
但
タ
ク
シ
ー
、

　

温
泉
タ
ク
シ
ー
、
幸
介
護
タ
ク
シ
ー

▼
問
合
せ

　

福
祉
課　

福
祉
係

　

 

℡ 

82
‐
５
６
２
０
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募　

集

クマ出没予防対策モデル事業 集落ぐるみの野生鳥獣被害
対策モデル実証事業

鳥獣害対策マイスター育成スクール　
（第４期生）

内　容

集落全体でクマ出没予防対
策に取り組む意欲があり、
合意している事業実施主体
を募集

集落全体で被害対策に取り
組む意欲があり、合意して
いる事業実施主体を募集

【目的】被害対策の担い手となる新　
しい狩猟者の確保と育成
【内容】６月～２月に約８日間の講習
　会（被害対策・資格取得等に関する
　座学、わな猟・銃猟実習など）
　受講料は無料

要　件

・但馬地域内の集落であること
・規約等があり、適切な事業執行と事業実施後の管理が
行なわれる団体であること
・集落全体で被害対策に取り組むことに、集落住民の合
意形成が図られていること

・但馬地域に住所があり、20 歳から
概ね 50歳以下
・狩猟免許を所持している、あるいは
平成 24年度に取得予定であること
・猟銃所持許可証を取得済み、あるい
は取得に意欲的であること

助成内容
クマ出没予防計画の策定、
対策の実施に必要な経費
　　　　　　　上限５万円

被害防止計画の策定、被害
防止対策の実施に必要な経
費　　　　　上限３０万円

―

応募締切 ５月３１日（木）

問い合わせ 豊岡農林水産振興事務所森林林業課
〒 668-0025　豊岡市幸町 7-11　℡（ 0796）26 ‐ 3699

狩
猟
免
許
取
得
者
助
成
制
度

　

町
は
、
狩
猟
免
許
取
得
の
助
成
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

　

制
度
を
利
用
し
、
狩
猟
免
許
の
取
得
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
５
月
25
日
（
金
）
ま
で
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

初
心
者
狩
猟
免
許
講
習
会

　

狩
猟
期
間
中
に
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の

狩
猟
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
た
め
に
は
狩
猟
免
許

が
必
要
で
す
。

　
（
社
）
兵
庫
県
猟
友
会
主
催
で
資
格
試
験

ま
で
に
知
識
・
技
能
に
関
す
る
講
習
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

▼
開
催
日

　

１
回
目　

６
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

申
込
期
限　

５
月
29
日（
火
）

　

２
回
目　

８
月
４
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

申
込
期
限　

７
月
26
日（
木
）

▼
と
こ
ろ　

　

兵
庫
県
中
央
労
働
セ
ン
タ
ー

　
（
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
６
‐
８
‐
28
）

▼
申
込
方
法

　

受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
受

講
料
（
７
，０
０
０
円
）
を
添
え
て
、（
社
）

兵
庫
県
猟
友
会
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
役
場
に
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ

　

農
林
水
産
課　

℡
82
‐
５
６
２
６

各種鳥獣害対策事業の募集＜豊岡農林水産振興事務所＞

山
歩
き
体
験
講
座

　

陰
山
道
大
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
新

緑
の
三
成
山
を
歩
き
ま
す
。
一
等
三
角

点
の
あ
る
山
頂
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

▼
テ
ー
マ

　
『
山
を
歩
い
て
身
も
心
も
健
康
に
』

▼
と
き　

５
月
12
日(

土)

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

　

※
荒
天
の
場
合
は
中
止

▼
行
程　

　

図
書
館
出
発
→
（
バ
ス
移
動
）
→
後

山
橋
→
徳
原
→
三
成
山
山
頂
（
三
角

点
）
→
後
山
橋
→
（
バ
ス
移
動
）
→

図
書
館
到
着

▼
参
加
費　

１
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

▼
対
象　

小
学
４
年
生
以
上

　
（
小
学
生
は
保
護
者
の
同
意
書
が
必
要
）

▼
募
集
人
員　

25
人
程
度

▼
共
催　

加
藤
文
太
郎
山
の
会

▼
持
ち
物　

　

弁
当
、お
茶
、雨
具
、手
袋
な
ど
（
登

山
靴
を
お
勧
め
し
ま
す
。）

▼
応
募
期
限　

５
月
８
日
（
火
）

▼
問
合
せ

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
82
‐
５
２
５
１

狩猟免許講習会・助成制度のご案内
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I N F O R M A T I O N
H24（2012）.4.12

広報しんおんせん（４月号）

平成 24 年度新温泉町臨時職員採用候補者募集
職　種 採用人員 職務内容 賃 金 等 配  属  先 応  募  資  格  等 勤  務  時  間  等

保育士又は
保育補助

２名 保育業務

日額 6,400 円
（保育士資格が
　ある場合は
　6,800 円）

 認定こども園
 ふれあいセンター

 満 65 歳未満 
 保育士資格・ 
 幼稚園教諭免
 許のいずれか
（無資格でもか
まわない）

午前8時 30分～午後 5時
（月～土勤務）早出、遅出あり
社会保険・雇用保険加入

保育補助
（６時間勤務）１名 保育補助業務

 1 時間
826 円 認定こども園

午前 7時～午前 10時及び
午後4時～7時までの6時間
 （月～土勤務）
社会保険・雇用保険加入

指  導  員 １名 児童指導業務

 1時間826円
（保育士資格が
　ある場合は
　　877 円 ）

      福祉課
 （放課後
   児童クラブ）

（月～金曜）
 午後１時～６時の 5時間
 （土曜及び長期休業期間）
午前 8時～午後 6時の 9時間
社会保険・雇用保険加入

◇採  用 期 間　平成 24年 5月 1日から平成 24年 9月 30日まで（更新あり）
◇応 募 方 法　市販の履歴書に必要事項を記入して写真貼付の上、役場総務課総務係へ提出してください。
◇受 付 期 間　平成 24年 4月 12日（木）～平成 24年 4月 20日（金）午後 5時まで
◇面 接 日 時　平成 24年 4月 23日（月）午後 5時から行います。
◇面 接 場 所　新温泉町役場　２階応接室
◇問い合わせ　総務課　総務係　℡８２‐３１１１

「
緑
の
募
金
」
を
活
用
し
て　
　
　

　
　

苗
木
等
の
資
材
を
提
供
し
ま
す

　

新
温
泉
町
緑
化
推
進
委
員
会
は
、「
緑
の
募
金
」
を

活
用
し
、
地
域
の
緑
化
活
動
へ
の
苗
木
・
資
材
等
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

▼
配
布
対
象　

各
種
団
体
、
グ
ル
ー
プ
、
地
区
等

▼
助
成
内
容　

樹
木
の
苗
木
、
肥
料
な
ど
（
計
画
内
容

に
よ
っ
て
は
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

▼
問
合
せ　

新
温
泉
町
緑
化
推
進
委
員
会
事
務
局

　
　
（
農
林
水
産
課
内
）　　

℡
82
‐
５
６
２
６

緑
化
資
材
の
提
供
事
業
（
第
１
次
）
募
集

　

但
馬
県
民
局
は
、
持
続
型
の
緑
化
活
動
を
進
め
る
た

め
、多
年
草
と
一
年
草
を
セ
ッ
ト
に
し
た
苗
木
や
花
苗
、

肥
料
な
ど
を
提
供
し
ま
す
。

▼
対
象　

道
路
沿
線
や
公
共
的
な
空
間
で
活
動
す
る
緑

　

化
グ
ル
ー
プ（
自
治
会
、婦
人
会
、す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
等
）

▼
提
供
期
間　

１
団
体
３
年
間（
年
間
２
万
円
を
限
度
）

▼
提
供
内
容　

提
供
資
材
リ
ス
ト
か
ら
選
択

▼
申
込
方
法
・
条
件

❖
緑
化
活
動
箇
所
で
、
多
年
草
の
割
合
が
50
％
以
上
と

な
る
計
画
が
必
要
で
す
。

❖
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
植

栽
図
を
つ
け
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

❖
申
込
多
数
の
場
合
は
、
希
望
に
添
え
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

４
月
20
日
（
金
）

▼
問
合
せ　

農
林
水
産
課　

℡
82
‐
５
６
２
６　

求
職
中
の
方
対
象　
　

 

パ
ソ
コ
ン
基
礎
訓
練
受
講
生
募
集

　

職
業
能
力
の
向
上
を
支
援
す
る
た

め
、
職
業
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

▼
内
容　

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
基
礎
知
識
、

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作

▼
応
募
期
限　

５
月
1
日
（
火
）

▼
選
考
日
時　

５
月
14
日
（
月
）

▼
選
考
・
訓
練
場
所　

　

学
校
法
人
大
岡
学
園
ビ
ジ
ネ
ス
専
門

学
校
キ
ャ
リ
ア
カ
レ
ッ
ジ
但
馬

　
　
（
豊
岡
市
牧
字
丸
山
500
‐
１
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
24
‐
６
０
０
０

▼
訓
練
期
間　

　

５
月
23
日
（
水
）
～
７
月
18
日
（
水
）

▼
受
講
料　

無
料

　
（
た
だ
し
、
教
材
費
は
自
己
負
担
）

※
公
共
職
業
安
定
所
長
の
受
講
指
示
又

は
推
薦
を
受
け
た
後
、
受
講
の
選
考

が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

兵
庫
県
立
但
馬
技
術
大
学
校
管
理
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
24
‐
２
２
３
３

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
香
住

　
　

℡
（
０
７
９
６
）
36
‐
０
１
３
６

　

商
工
観
光
課　

℡
82
‐
５
６
２
５
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『初歩から始める古文書講座』　  
　　　　講座生募集

　浜坂先人記念館では、町内の歴史や自宅の蔵
や押入れにしまったままになっている古文書に
興味と関心をもっていただく機会として、｢初
歩から始める古文書講座｣ を開催します。
▼期間　5 月～ 6 月
▼内容（全５回）
　①「古文書読み方の基礎」②「活字化された
　古文書を読む」③～⑤「実際の古文書を読む」
▼ところ　浜坂先人記念館
▼講師　前浜坂先人記念館館長　岡部良一さん
▼対象　町内にお住まいの方
▼募集人員　10名（先着順）
▼応募期限　5月 7日（月）
▼参加料　５００円（教材代）
　※別途入館料が必要です。年間券（500 円）
　をご利用ください。
▼問合せ　浜坂先人記念館　℡ 82‐ 4490

草刈り機を使用した草刈り・枝きり・蛍光灯電球の交換・網戸、外の窓洗い・網戸、
障子の張り替え・家具の配置換え・台所、換気扇掃除・トイレ・浴室掃除・カビ取り・

簡単な補修仕事・パソコンの設定・文章の打ち込み等、すべて一時間 1,500 円でご利
用いただけます。[ 新温泉町（旧浜坂町）三谷から、お宅までの燃料代　1km × 15 円や、
材料費等は別途金額となります。（軽トラック使用料、草刈り機レンタル料　1 日 3,000 円）] 
　事前予約をお願い致します。まずはお電話下さい。（お見積もり無料）
　お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　担当　熊本、池上
　　　　　　　　　　　　　Tel 　82-2896　　担当者直通電話　080-1908-5829　

広報しんおんせん（４月号）

H24（2012）.4.12

　お任せ下さい。安心、安全のサポート！！

買い物、病院等への外出の付き添い・墓掃除・草抜き・

【広告】

Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｅ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
2

◇
と
き　

５
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◇
と
こ
ろ　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
大
会
出
演
者
募
集

　

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
ン
ド
（
ド
ラ

ム
ス
は
含
ま
な
い
）、
ゴ
ス
ペ
ル
、
各

種
ダ
ン
ス
、も
の
ま
ね
、手
品
な
ど
ジ
ャ

ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

▼
募
集
組
数　

20
団
体
（
個
人
）
程
度

▼
参
加
料　

１
０
０
０
円

▼
応
募
締
切　

５
月
４
日
（
金
）
必
着

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

▼
募
集
内
容
・
出
店
料　

❖
車
乗
り
入
れ
ブ
ー
ス　

　
　

１
４
０
組　

５
千
円
（
先
着
順
）

❖
手
持
ち
ブ
ー
ス

　
　

48
組　

２
千
５
百
円
（
先
着
順
）

▼
参
加
資
格　

18
歳
以
上

　

出
店
規
約
を
了
承
す
る
こ
と

▼
応
募
方
法　

ま
ず
電
話
で
空
き
状
況

　

を
確
認
後
、予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

―
問
い
合
わ
せ
―　

　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
各
係

　
　

℡
（
０
７
９
６
）
45
‐
１
９
０
０

第
７
回
新
温
泉
町
ソ
フ
ト　

ボ
ー
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

▼
と
き　

　

５
月
13
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
～

　

※
雨
天
の
場
合
は
5
月
20
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

健
康
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド　

▼
参
加
資
格　

町
内
に
在
住
す
る
方
、

　

勤
務
す
る
方
。（
町
外
に
居
住
す
る

方
は
2
名
ま
で
）
試
合
に
は
女
性
ま
た

は
40
歳
以
上
の
男
子
が
出
場
の
こ
と

▼
参
加
料　
　

１
チ
ー
ム
２
千
円

　
　
　
　
　
　
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

▼
申
込
期
限　

５
月
７
日
（
月
）　

▼
問
合
せ　

新
温
泉
町
体
育
協
会

　

℡
82
‐
４
５
１
２

上
山
高
原
春
山
開
き　

　
　
　
　

    

参
加
者
募
集

▼
と
き　

４
月
28
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

※
天
候
等
に
よ
り
変
更
が
あ
り
ま
す
。

▼
集
合
場
所　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
内
容　

山
開
き
行
事
、火
入
れ
作
業
、

昼
食
交
流
会
、
ハ
イ
キ
ン
グ

▼
参
加
料　

無
料

▼
募
集
人
員　

先
着
50
名

▼
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
上
山
高
原
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

▼
問
合
せ　

　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
99
‐
４
６
０
０
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広
報　

し
ん
お
ん
せ
ん

         2 月 16 日～ 3 月 15 日届け出分　　（敬称略）

広報しんおんせん（４月号）

４月号
vol.79

住　所 氏　　名 年　齢 死亡日住　所 氏　　名 保護者 出生日

H24（2012）.4.12

編
集

・
発

行
／

新
温

泉
町

役
場

　
　

〒
669-6792　

兵
庫

県
美

方
郡

新
温

泉
町

浜
坂

2673-1	
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow

n.shinonsen.hyogo.jp
　

　
　

　
　

　
　（

企
画

課
）　

　
　

tel（
0796）82-3111（

代
）   　

fax（
0796）82-3054　

　
 （携

帯
電

話
版

）　
http://w

w
w

.tow
n.shinonsen.hyogo.jp/ｍ

 　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

※
機

種
に

よ
り

一
部

ご
覧

に
な

れ
な

い
ペ

ー
ジ

が
あ

り
ま

す
）

 広
報

し
ん

お
ん

せ
ん

は
、

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
電

子
メ

ー
ル

     info@
tow

n.shinonsen.lg.jp　

「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

●まちのうごき●　
　4月1日現在

（　）内は前月比

人　口 16,477 人 （－ 75）

　男 7,813 人 （－ 42）

　女 8,664 人 （－ 33）

世帯数 5,881 世帯 （+11）

うぶごえ

ご結婚おめでとう

住　所 夫婦の氏名 届出日

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

固定資産税第 1 期・軽自動車税納期限   5 月 1 日（火）
　最寄りの金融機関で納めましょう。納税には便利な口座振替制度もご利用ください。　

　口座振替をご利用の方は、残額のご確認をお願いします。　税務課　℡ 82 ‐ 3113

編・集・後・記

３年前、兵庫県山岳連盟が「ふるさと兵庫
100 山」を選定しました。わが町からは観音山、
久斗山、三成山、牛ヶ峰山、扇ノ山と５つ選ば
れています。高さだけでなく、植生などの自然
環境や歴史、人とのかかわりなどが選定の基準
です。選定以後、県内各地で登山道の整備が進
んで歩きやすくなり、ハイカーも増えました。

山では出会うと、誰とでも「こんにちは」と
あいさつ。山頂では「どちらから？」などと気
軽に声をかけ合います。わたしは名刺代わりに
浜坂ちくわを持参し、ふるさとを紹介すること
にしています。「カニを食べに行きました」とか

「扇ノ山のブナの新緑が楽しみですね」などと話
が弾みます。

4 月 21 日には、諸寄の千々見山で自然観察会
と遊歩道のサクラの手入れがあります。上山高
原は 28 日に春山開きを予定。こちらはまだ雪が
残り、ゴールデンウィークも雪を楽しむことが
できると思います。5 月 12 日には加藤文太郎記
念図書館主催の三成山登山があります。山頂に
一等三角点と天測点が並ぶ珍しい山です。ふる
さとの山歩きをご一緒しましょう。


